々補イミ 

ご使用になる前に . 

手順を確認する . 

FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする 

Bluetooth 通信を準備する . 

Wi - Fi 機能対応パソコンに接続する . 

ドコモコネクションマネージャ . 

設定した通信を実行する . 

ダイヤルアップネットワークの設定 . 

ダイヤルアップの設定を行ラ . 

AT コマンドー覧 . 


K 微謝ニュァル 


パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 N -02 C でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、付属の CD - 
ROM 内の 「 FOMA 通信設定ファイル」「ドコモコネクションマネージャ」のインストール方法などを 
説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面び一部異なる場合びあります。 
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Ij =OMA 端末か 6 利用でをるデータ通信 

FOMA 端末とパソコンを接続して利用できるデータ通筒ま、データ転送（日 BEX ™ 通信)、パ 
ケット通信と 64 K データ通信に分類されます。 


データ転送 （ OBEX ™ 通信） 

画像や電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信します。 


FOMA 端ホ 




FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 02 
microSD 力ード 
ドコモケータイ datalink 


パヶット通信 

送受信されたデータ量に応じて課金され※1、 FOMA ノVイスピードエリアでは受信最大 7.2Mbps 送信 
最大日. 7Mbps^2 の高速通信を行ラことびでさます。通信環境や混雑状況の影響により通信速度び変化す 
るべストエフォート方式による提供です。少ないデータ量を高速でやりとりするのに適しています。 

-ドコモの PDA「si 呂 mari 日 n の」でパケット通信をご利用のときは、通信速度び遅くなる場合びあります。 

八イスピードエ U ア対応の高速通信には対応しておりません。 

FOMA ネットワークに接続された社内 LAN にアクセスすることをできます。 

ドコモのインターネット接続ヴービス fmopera UJ など、 FOMA パケット通信対応アクセスポイントを利 
用します。 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）や Bluetooth 通信※ 3 、 Wi- 円接続を使ってパソコンと接 
続したり、専用ケーブルで PDA と接続することにより通信を行います。 

《 ] :データ量の大さいファイルの送受信を行った場合、通信料金び高額になりますのでご注意<ださい。 
《2:技術規格上の最大値であり、実際の通信速度は、ネットワークの混み具合や通信環境により異なりま 
す。また、 FOMA 八イスピードエリア外や H に H-SPEED に対応していないアクセスポイントに接続 
するとき、またはドコモの PDA「si 旨 mari 日 n 皿」など H に H-SPEED に対応していない機器をご利 
用の場合、通信速度び遅<なる場合びあります。 

《3 : Bluet 日 oth 接続の場合、 FOMA 端末の通信速度は八イスピード用の通信速度になりますび、 
Bluet 日日 th 機器間の通信速度に限界びあるため、最大速度では通信できない場合びあります。 



1 







































64 K データ 通信 


データ量に関係なく、接続された時間に応じて課金されます。 

ドコモのインターネット接続ヴービス fmopera UJ などの FOMA 日 4K データ通信対応アクセスポイント、 
またはに DN 同期目 4K アクセスポイントを利用します。 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02や Bluet 日 oth 通信を使ってパソコンと接続したり、専用ケーブル 
で PDA と接続することにより通信を行います。 

※長時間にわたる接続を行った場合、通信料金び高額になりますのでご注意<ださい。 



接続ケースレ02 


おし6せ 


♦海外や FOMA ヴービスエ U アがでは、パケット通信は受信最大 384kb|DS 、 送信最大日 Akbps となります。 
♦海外でパケット通信を行う場合は、 IP 接続で通信を行ってください （PPP 接続ではパケット通信できません)。 
♦ Wi-Fi 接続を利用してパケット通信を行ラ場合は、 PPP 接続で通信を行って < ださい （IP 接続ではパケット通 
信でさません)。 

♦海外で日 4K データ通信はご利用になれません。 
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ご利用にあたっての留意点 


インターネットサービスプ□バイダの利用料について 


インターネットを利用する場合は、ご利用になるインターネットサービスプ□バイダに対する利用料び必要 
となる場合びあります。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接インターネットサービスプロ 
バイダにお支払いいただきます。利用料の詳しい内容については、ご利用のインターネットサービスプ□パ' 
イダにお問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「 moperaU 」 をご利用いただけます 。 「mopera U 」 をご利用いた 
だく場合は、お申し込みび必要（有料）となります。 


接続先（インターネットサービスプ□バイダなど）の設定について 


パケット通信と日 4 K データ通信では接続先び異なります。パケット通信を行ラとさはパケット通信対応の 
接続先、日 4 K データ通信を行うとさは FOMA 64 K データ通信、またはに DN 同期日 4 K 対応の接続先をご 
利用 < ださい。 

• D 日 Pa のアクセスポイントには接続できません。 

- mopera のサービス内容および接続設定方法については mopera のホームページをご覧ください。 
http :// www . mopera . net/m 日 pera / index.html 


ネットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーヴ認証 （ ID とパスワード）び必要な場合びあります。その場合は、通信ソ 
フト（ダイヤルアップネットワーク）で I □とパスワードを入力して接続してくださし、 ID とパスワードは接 
続先のインターネットサービスプ□バイダまたは接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳しい内 
容については、インターネットサービスプ□バイダまたは接続先のネットワーク管理者にお問い合わせくだ 
さし、。 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 

パソコンのブラウヴで FirstPass 対応サイトを利用する時のアクセス認証では FirstPass (ユーヴ証明書） 
び必要です。ドコモのホームページから FirstPass PC ソフトをダウン□-ドし、インストール、設定を 
行ってください。詳しくはドコモのホームページをご覧ください。 


パケット通信および目 4 K データ通信の条件について 


FOMA 端末で通信を行うには、次の条件び必要です（日本国内で通信を行う場合です)。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）を利用できるパソコンであること。 

• FOMA サービスエリア内であること。 

• パケット通信の場合は接続先び FOMA のパケット通信に対応していること。 

-目 4 K データ通信の場合は接続先び FOMA 日 4 K データ通信、またはに DN 同期目 4 K に対応していること。 
ただし、上記の条件び整っていてを、基地局び混雑していたり、電波状態び悪かったりする場合は通信でさ 
ないことびあります。 
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ご使用になる前 I 


L 動作援境 

データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は下のとおりです。 


パソコン本体 

- PC / AT 互換機で CD - ROM ドライブび使用できる機器 

- FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）を使用する場合： USB ポート （Universal 
Serial Bus Specification Revl .1 / 2.0準拠） 

• Blue ね oth 通信を使用する場合： Blue ね oth 標準規格 Ver . l .1 、 Ver . l .2 または Ve 「.2.0 +EDR 
準拠（ダイヤルアップネットワーキングプ□ファイル） 

• Wi - Fi 接続を使用する場合：無線 LAN 標準規格 IEEE 802.11 b、IEEE 802 .1 1旨または IEEE 
日02.1 ] n 準拠 

-ディスプレイ解像度80 0 X 日00ドット 、 High Color (日已，日3目色）け上を推奨 
《ドコモコネクションマネージャは1，024 X 目00ドットけ上（1，024 X 7 目日ドット上を推奨） 

os 《] 

• Windows XP (日本語版） 

• Windows Vista (32 ビット/目4ビット）（日本語版） 

• Windows 7 (32 ビット/日4ビット）（日本語版） 

必要メモ1」《2 

• Windows XP :12日 M バイト切上 

• Windows Vista :已1 2 M バイ KLU 上 

• Windows 7 (32 ビット）： ] G バイト切上 

• Windows 7 (目4ビット）： 2 G バイ KLU 上 

八ードディスク容量^2 

• 已 M バイト上の空き容量 

《ドコモコネクションマネージャは] 0 M バイトけ上の空さ容量 


《 ] : 0 S のアップグレードや追加-変更した環境での動作は保証いたしかねます。 

《2 :パソコンのシステム構成によって異なることびあります。 

• 動作環境の最新情報については、ドコモのホームページにてご確認ください。 

• ド]モ]ネクシヨンマネージャを利用するための動作環境は Internet Explorer 日. OUl 上、メールソフトは 「 Windows メー 
ル」、 および 「Outlook Express 日.0」です。 

• メニューび動作する推奨環境は Microsoft Internet Explorer 7.01降です (Windows XP の場合、推奨環境は Microsoft 
Internet Explorer 目. 0 け降です)。 CD - ROM をセットしてもメニューび表示されない場合は次の手順で操作してください。 
① Windows 7の場合は「@」一「コンピューター」を開く 

Windows Vista の場合は「@」一「コンピュータ」を開く 
Windows XP の場合は「スタート」一「マイコンピュータ」を開く 
③ CD - ROM アイコンをちク U ックし、「開く」を選択する 
③ 「 inde 义 htmU をダブルク U ックする 

• CD - ROM をパソコンにセットすると、警告画面び表示される場合びあります。この警告は 、 Internet Explorer のセキュ 
U ティの設定によって表示されますび、使用には問題ありません。「はい」をク U ックしてください。 


おし6せ 


♦ FOMA 端末をドコモの PDA 「 si 邑 marionm 」 と接続してデータ通信を行うことびできます。 
参 FOMA 端おま 、 Remote Wakeup には対応していません。 

♦ FOMA 端末は、 FAX 通信には対応していません。 


要な機器 

F 日 MA 端末とパソコンじ(外にじ(下の八ードウエア、ソフトウエアを使います。 

- 「 FOMA 充電機能付 USB 接続ケースレ02」（別売）または 「FOMA USB 接続ケーブル」（別売）《 
•付属の CD - ROM 「 N -02 C 用 CD - ROM 」 

※： USB 接続の場合 


おし6せ 


♦ US 目ケーブルは専用の 「 FOMA 充電機能付 US 巳接続ケーブル02」または 「FOMA US 目接続ケーブル」を 
お買いホめください。パソコン用の US 目ケーブルはコネクタ部の形状び異なるため使用でさません。 

• USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合びあります。 
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手順を確認ずる 


データ通信ではダイヤルアップ接続によって、 FOMA データ通信に対応したインターネット 
ヴービスプ□バイダや LAN に接続できます。 
l 「 N -02 C 用 CD - ROM 」 に〇し、て 

♦ FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)、ドコモコネクションマネージャび入っています。 

♦ FOMA 通信設定ファイルとは、 FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル日2 
(別売）で接続して、パケット通信、目 4 K データ通信やデータ転送（日日 EXTM 通信）を行ラとさ 
に必要なソフトウェア（ドライバ）です。 FOMA 通信設定ファイルをインス!-ールすることで、 
Windows に各ドライノ くび組み込まれます。 

ドコモコネクションマネージャを使ラと、パケット通信、目 4 K データ通信の設定やダイヤルアツ 
プ作成を簡単に行うことびでさます。 


定完了までの流れ 

■データ転送 （OBEXTM 通信）の場合 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル日 2 をご利用になる場合には、 FOMA 通信設定ファイル 
をインス!-ールしてください。 


f FOMA 通信設定ファイルを 

ダウン□ー ド、インス!-ールする※ 


「 N -02 C 用 CD - ROM 」 からインス!ルします。または、 

ドコモ 

^のホームページからダウン□ー ドし、インス!-ールします。 

/ 

♦ 


( データ転送 

) 


※：ドコモケータイ datalink もインス I ルしてくださし、 
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■パ ケット 通信/ 64 K データ通信の場合 

USB 接続の場合 

F 日 MA 通信設定ファイル（ドライバ）の'^ 
ダウン□ー ド、インス!-ール/パソコン 
との接続 

. FOMA 通イ言言受定ファイ J レを 「 N -02 C 用 CD - ROM 」 か 
らインス!-ールします。または、ドコモのホーム 
ページからダウン□-ドし、インス!ルします。 

一 P .9 

-パソコンと FOMA 端末を FOMA 充電機能付 US 日接続 
ケーブル02 (別売）で接続します。一 P .7 


V 

J 

1 

ノ 

[ インス!-ール後の確認をする （ P .]1)] 


Bluetooth 接続の場合 


パソコンと FOMA 端末を巳 luet 日日 th 通信 
でワイヤレス接続する ( P .13) 


モデムを確認する ( P .13) 



<ドコモコネクションマネージャを使って 
接続先の設定をする場合> 


<ドコモコネクションマネージャを 
使わない場合> 


ドコモコネクションマネージャの 
インス!-ール 

ドコモコネクションマネージャを使えるよラにしま 
す。「ドコモコネクションマネージャをインス!ル 
する」一 P .18 


广 設定する ^ 

1 

广 設定する \ 

• mopera 

1 • その他のプ□バイダ J 

1 

-ドコモコネクションマネージャを使わずに通信の設 

1 定をします。一 P.22 J 


接続と切断 


接続します。 - P .21 
切断します。 - P .21 


接続と切断 


接続します。一 P .3 日 
切断します。一 P .37 


※： FOMA 端末とパソコンを接続してインターネットをするには、ブ□-ドバンド接続等に対応した fmopera UJ (お申し 
込み必要）び便利です。使用した月だけ月額使用料びかかるプランちございます。 

詳しくはドコモのホームページをご覧ください。 

Wi - Fi 接続の場合（パケット通信のみ） 


FOMA 端末をアクセスポイントモードにする 

詳細については、 FOMA 端末の取扱説明書をご覧ください。 


設定する （ P .1 己） 


接続と切断 
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Ijjs 己モードを r 通信モード j にする 

参パソコンに取り付ける前に設定してください。 

♦ 巨 luetooth 接続や Wi - Fi 接続を利用する場合は、設定を行う必要はありません。 


「本体 設定」^ r 外部接続」 

I 巧り付け方法 


「 USB モード」 ► 「通信モード」 


FOMA 充電機能付 US 巳接続ケーブル02 (別売）の取り付け方法について説明します。 



0 FOMA 端末の外部接続端子の端子キャップを開ける 

© FOMA 端末の外部接続端子の向きを確認して、 FOMA 充電機能付 USB 接 
続ケーブル02の外部接続コネクタを水平に「カチッ」と音がするまで差 
し込む 

© FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02の USB コネクタを、パソコン 
の USB 端子に接続する 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02を接続すると FOMA 端末に「3」び表示されます。 


おし6せ 


♦ FOMA 端末に表示される「 I 」は、 FOMA 通信設定ファイルのインス!''ールを行い、パソコンとの接続び認識された 
とをに表示されます。 
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L 取りかし方法 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル日2 (別売）の取り外し方法について説明します。 



〇 パソコンの USB 端子か 5 F 0 MA 充電機能付 USB 接続ケーブル02を引 
さ抜く 

© FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02の外部接続コネクタのリリース 
ボタンを巧しなが5、水平に引さ抜く 

FOMA 端末の夕1部接続端子の端子キャップを閉じる 



• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02の取り付け-取り外しを連続して行うと、 FOMA 端末びパソコンに 
正しく認識でさなくなることびありますので間隔をおいて行ってください。 

•通信の切断•誤動作•データ消失の原因となるため、データ通信中に FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル02 
の取り外しは行わないで < ださい。 

• FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル02の外部接続コネクタを FOMA 端末の外部接続端テから引さ抜くとさ 
は、コネクタの UU —スボタンを押しなびら引き抜いてください。無理に引っ張ろうとすると故障の原因とな 
ります。 
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に T 黑信 設定 フ バル（ドライバ）をインス 


ここでは、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のインス!ル手順を説明します。 

♦ FOMA 通信設定ファイルをインス I -ールする前に、他のプ□グラムび実行中でないことを確認し、 
実行中のプ□グラムびある場合には終了してください。^ 

♦ FOMA 通信設定ファイルのインス I -ールを行ラ場合は、必ずパソコンの管理者権限を持ったユー 
ヴアカウントで行ってください。それ似外のアカウントでインス I -ールを行うとエラーとなる場 
合びあります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフ 
卜社にお問い合わせください。 

♦ FOMA 通信設定ファイルはドコモのホームページからダウン□ー ドすることをでさます。 

♦ FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル日2を使用して接続するとき切州ま、 FOMA 通信設定ファイ 
ルをインス I -ールする必要はありません。 

※：ウイルス対策ソフトを含む、 Windows 上に常駐しているソフトを終了してください。 

例：タスクバーに表示されているアイコンをク U ックし、「閉じる」または「終了」をクリックし 
ます。 


© Windows を起動して、 「 N -02 C 用 
CD - ROM 」 をパソコンにセットずる 

ちの画面び自動的に表示されます。 

表示されない場合は、「動作環境」 ( P .4) の ♦ 
3つ目を参照してください。 

© 「データリンクソフト-各種設定ソフ 
卜」をクリックずる 



© 「 FOMA 通信設定ファイル （ USB ドライバ)」の項目で、ご利用のパソコンの 
0 S をクリックずる 

■ r ファイルのダウン□ードーセキュリティの警告」画面び表示された場合 

「実行」をク U ックする 

〇 ユーザーアカウント制御画面が表示された5 、 Windows 7の場合は「は 
し、」を 、 Windows Vis ねの場合は「続行」をクリックする 

Windows XP の場合、ユーヴーアカウント制御画面は表示されません。 


0 「ドライバインストール」をクリツ 
クする 

インストールびはじまります。 


弓 FOMA ドライバインストールツール 

FOMA 通信設ミファイル ( ドライバ)をバソ〕ンじインストールします。 
[ ドライバインストール I i キヤンレ I 
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© ちの画面が表示された5、 rOK 」 を 
クリックする 



〇 FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 
(別売）を FOMA 端末に接続する 

© FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル02をパソコンの USB 端子に接続 
する 

パソコンのタスクバーのインジケータにメッセージび表示され、インス!-ールびはじまります。メッ 
セージをクリックしてインス I -ールの進行状況を表示します。 


© ちの画面が表示された場合は、「閱 
じる」をクリックする 

4種類のドライバび表示されていれば、ドライ 
J くのインス トールは終了です。「インス I -ールし 
たドライバを確認する」 ( P .11) に進みます。 
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ンストールしたドライパを確認する 

FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）が正しくインス!-ールされていることを確認します。 
ここでは Windows 7を例にして説明します。 


一「コント□—ルパネル」を選択 

Windows XP の場合 

「スタート」一「コント □ ールパネル」を選択 


0 


コント□ールパネル内の「システムとセキュリティ」を開く 

Windows Vista の場合 

コント□ールパネル内の「システムとメンテナンス」を開く 


Windows XP の場合 

「パフオーマンスとメンテナンス」から「システム」アイコンをク U ックする 


0 


r デバイスマネージャー」を選択 

ユーヴーアカウント制御画面び表示されたら、「はい」をクリックします。 


Windows Vista の場合 

「デバイスマネージャ」を選択 

ユーヴーアカウント制御画面び表示されたら、「続行」をク U ックします。 


Windows XP の場合 

「八ードウエア」タブをク U ックし、「デバイスマネージャ」をク U ックする 


〇 各デバイスをクリックしてインス 
I ルされたドライバ名を確認する 

「ポートに 0M と LPT)」、 「モデム」、「ユニバー 
ヴルシ U アルバスコント□ーラー」※または rusB 
(Universal Serial Bus)] ント□—ラー」&の下 
にすベてのドライバ名び表示されていることを確 
認します。 

《: Windows Vista および Windows XP では、 
「ユニバーサルシ U アルバスコント□ーラ」ま 
たは ruSB (Universal Serial Bus ) コント 
□ーラ」と表示されます。 



デバイス名 

ドライバ名 

ポート a ： OM と LPT ) 

• FOMA N 02 C Command Port 

• FOMA N 02 C OBEX Port 

モデム 

• FOMA N 02 C 

ユニノ（ーヴルシリアルノ（スコント□-ラーまたは 

USB (Universal Serial Bus ) コント□—ラー 

• FOMA N 02 C 


おし6せ 


♦上記の確認を行った際、すべてのドライバ名び表示されない場合は、アンインストール （P.12) の手順に従っ 
て FOMA 通信設定ファイルを削除してから、再度インスI-ールしてくださし、。 
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| j = OMA 通信設定ファイル（ドライバ）をアンインストールずる 

ドライバのアンインス!-ールが必要な場合（ドライバをバージヨンアップする場合など）は、 
下の手順で行ってください。ここでは Windows 7と Windows Vista を例にしてアンイン 
スI-ールを説明します。 

♦ FOMA 端末とパソコンを接続してし局状態では、アンインス I ルを実行できません。 

♦ FOMA 通信設定ファイルのアンインス I -ールを行ラ場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った 
ユーヴアカウントで行ってください。それ ■ tU 外のアカウントでアンインス I -ールを行ラとエラー 
となる場合びあります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイ 
ク□ソフト社にお問い合わせください。 

〇 FOMA 端末とパソコンが FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別 
売）で接続されている場合は、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 
を取り外す 


© Windows の「プ□グラムと機能」を起動する 

「@」一「コント□ールパネル」一「プ□グラムのアンインス!-ール」をク U ックする 

Windows XP の場合 

「スタート」一「コント□ールパネル」一「プ□グラムの追加と削除」をク U ックする 

© 「 F 0 MAN 02 C USB 」 を選択して「アンインストールと変更」をクリツ 
クする 


Windows XP の場合 

「FOMA N 02 C USB 」 を選択 


〇 ユーザーアカウント制御画面が表示された5 、 Windows 7の場合は「は 
し、」を 、 Windows Vis ねの場合は「続行」をクリックする 


Windows XP の場合 

「変更と削除」をク U ックする 

Windows XP の場合、ユーヴーアカウント制御画面は表示されません。 


© 


roK 」 をクリックしてアンインストールする 

アンインストールを中止する場合は「キャンセル」をク U ックします。 


© 「はしりをクリックして Windows を再起動する 

ソ上でアンインストールは終了です。 

「いいえ」をクリックした場合は、手動で再起動をしてください。 


おし6せ 


♦ Windows の「プ□グラムと機能」に 「FOMA N 02 C US 目」び表示されていない場合は、次のように操作を 

してください。 

① 「 N -02 C 用 CD - ROM 」 をパソコンにセットする 

③ Windows 7の場合は「@」一「コンピューター」を開く 
Windows Vista の場合は「@」一「コンピュータ」を開く 
Windows XP の場合は「スタート」一「マイコンピュータ」を開く 

③ CD - ROM アイコンをちク U ックし、「開く」を選択する 

④ Windows 7 (32 ビット）の場合は rN -02 C _ driver 」 一 「 N 02 C _ Win 7_32」 フオルダを開く 
Windows 7 (日4ビット）の場合は rN -02 C _ driver 」 一 「 N 02 C _ Win 7_ 日4」フオルダを開く 
Windows Vista (32 ビット）の場合は rN -02 C _ か iver 」 一 「 N 02 C _ WinVista 32」 フオルダを開く 
Windows Vista (日4ビット）の場合は rN -02 C _ か iver 」 一 「 N 02 C _ WinVista 日4」フオルダを開く 
Windows XP の場合は rN -02 C _ か iver 」 一 「 N 02 C _ Win _ XP 」 フオルダを開く 

⑥ rn 02 c _ un . exe 」 ※をダブルク U ックする 

※：お使いのパソコンの設定によっては rn 02 c unj と表示されることびあります。 
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B 山が ooth 風言を準備ずる 


巳 luetooth 通信対応パソコンと FOMA 端末をワイヤレス接続し、データ通信を行います。 

レ V ツコンを FOMA 端末に登録しお続する 

はじめて FOMA 端末に接続するパソコンの場合、パソコンを FOMA 端末に登録します。 


「便利ツール」 ► 「 Bluetooth 」 ► r ダイヤルアップ登録待機」 

FOMA 端末び接続待機状態となり、ディスプレイに「@(青色)」び点なします。 

約己分間接続びなかった場合は、自動的に接続待機は解除されます。 


0 


パソコンか5 Bluetooth デノい^スの検索と機器登録を行う 

FOMA 端末び接続待機中に、パソコンで機器登録を行ってください。 

パソコンの操作方法については、ご使用のパソコンの取扱説明書をご覽ください（ご覧になる取扱説 
明書によっては、「検索」の代わりに「探索」または「サーチ」、「機器登録」の代わりに「ペアリング」と 
表記されています）。 


@ FOMA 端末に機器登録するかどうかのメッセージが表示された5 rVESJ 

〇 Bluet 001 ih パスキーを入力 

パソコンび機器登録され、パソコンと FOMA 端末びワイヤレスで接続されます。接続び完了すると 
ディスプレイに「@(青色)」び点滅します。 


■ 登録済のパソコンと接続ずる場合 

FOMA 端末か5 r ダイヤルアップ登録待機」を選択後、パソ]ンか5接続操作を行うと、 FOMA 
端末に接続でをます。 

r 便利ツール」の 「Bluetooth」 か5「接続待機」を選択し、「ダイヤルアップ」を接続待機状 
態にしているとさにパソコンか5接続操作を行った場合も接続可能です。 


[/ E デムを確認する 

通信の設定を行ラ前に、ご使用になるモデム名やダイヤルアップ接続用に設定された COM 
ポート番号を確認します。 


一「コント□—ルパネル」を選択 

Windows XP の場合 

「スタート」一「コント□ールパネル」を選択 


0 


コント□ールパネル内の「システムとセキュリティ」を開く 

Windows Vista の場合 

コント□ールパネル内の「システムとメンテナンス」を開く 


Windows XP の場合 

「パフオーマンスとメンテナンス」から「システム」アイコンをク U ックする 
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0 


r デバイスマネージャー」を選択する 

ユーヴーアカウント制御画面び表示されたら、「はい」をク U ックします。 


Windows Vista の場合 

「デバイスマネージャ」を選択する 

ユーヴーアカウント制御画面び表示されたら、「続行」をク U ックします。 

Windows XP の場合 

「八ードウエア」タブをク U ックし、「デバイスマネージャ」をク U ックする 


> 各デバイスをクリックしてモデム名または COM ポート番号を確認する 

「ポート （ COM と LPT )」、 「モデム」の下にモデム名または COM ポート番号び表示されています。 


I ダイヤルアツプの接続待機を停止する 


接続中のダイヤルアップ通信サービスを停止します。 


「便利ツール」 ► 「 Bluetooth 」 ► 「接続待機」 
か ダイヤルアツプのチェックを外す[完了] 
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Wi - Fi 機能巧応パソコンにち続ずる 


FOMA 端末をアクセスポイントとすることで、 Wi - Fi 機能対応パソコンと Wi - Fi 接続しパケッ 
卜通信を行ラことがでさます。 

♦あらかじめ FOMA 端末をアクセスポイントモードにしておく必要びあります。アクセスポイント 
モードにする方法やアクセスポイントモード設定については、 FOMA 端末の取扱説明書をご覧く 
ださい。 

く例 ： Windows 7 の場合 > 


「@」一「コント□ールパネル」を選択 

「ネットワークとインターネット」一「ネットワークの状態とタスクの表 
示」を選択 


r ワイヤレスネットワークの管理」を 
クリックする 


I 

けて、-) H 里"ネットつ-クとインタ-ネ…►ネットク-クとみ W 它ンタ- ， 

コシト □—J レノ t みレ巧ーム 

卜つークちと 》«®tw トアップ 

r ワイかレスネットワークの 

1 A —1(-。 

アグフタ-の投$が度 

PC インターネット 

(この：!ンピュータ ー） 

アクティブな丰ットつークの衣/弔 

現ちどのネットクークに1 

ネヴトフーク &S の g* 

№1 儿たはネ 、v 卜つークのわ W トア 


「追加」をクリックする 

「ネットワークプ□ファイルを手動で作成します」を選択する 


「ネットワーク名」、「セキュリティ 
の種類」に、 N -02 C に設定されて 
いる ESSID 、 セキュリティ方式を 
それぞれ設定し、「次へ」をクリッ 
クする 

「セキュ U ティの種類」の 「 WPA 2 -パーソナ 
ル」は 「 WPA 2- PSK 」 と同じ意味です。 

N-02C に暗号化機能び設定されている場合 

「暗号化の種類」、「セキュリティキー」を N - 
02 C と同じ設定にします。 


「閉じる」をクリックする 






ワイサレスネジトつークにキ島で巧爲します 


ち如するワイでレスネツトワークの盾巧を入力します 


ョ: 


IB 文字が康示にする脚 


因こな巧持を自巧的に巧おします任） 

已ネットワークがブ□-ドキでストを巧つてレけか巧合でち接民する脚 
き普：還択すると、このつンピユーターのプライパシーカ f 危なにさらされる巧を巧があ。ます • 


- 


〇 @@ 


〇 
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ドコモコネクションマネージャ 


「ドコモコネクションマネージャ」は、定額データ通信および従量データ通信を行ラのに便利 
なソフトウェアです 。 mopera U のお申し込みや、お客様のご契約状況に応じたパソコンの設 
定を簡単に行ラことができます。 

また、料金カウンタ機能でデータ通信量や利用金額の目安を確認することもでをます。 



※ 


料金カウンタ 


接続/切断ボタン 


※：初期設定では表示されません。詳しくは「ドコモコネクションマネージャのヘルプ」をご覧ください。 

本書では、ドコモコネクションマネージャのインストール方法までをご案内いたします。 


おし6せ 


• FOMA 端末を使ってインターネットに接続するためには、サービスおよびデータ通信に対応したインターネッ 
トサービスプ□バイダ (mopera U など)のご契約び必要です。詳しくはドコモのホームぺージをご覧ください。 


従量データ通信 （ i モードパケット定額サービスなど含む）のご利用について 


「パケット通信」を利用して画像を含むサイトやインターネットホームページの閲覧、ファイルのダウン□一 
ドなどのデータ量の多い通信を行ラと、通信料び高額となりますのでごを意<ださい。 

なお、本 FOMA 端末をパソコンなどに USB 接続ケーブルで接続してデータ通信を行う場合は、 FOMA のパ 
ケット定額サービス「パケ•ホーダイ」、「パケ•ホーダイフル」の定額対象外通信となりますのでご注意< 
ださい。 


定額データプランのご利用について 


定額データプランを利用するには、定額データ通信に対応した料金プランやインターネットサービスプ□パ' 
イダのご契約び必要です。詳しくはドコモのホームページをご覧ください。 


mopera のご利用について 

接続設定方法については mopera のホームページをご覽ください。 
http :// www . mopera . net / mopera / support / index.htnnl 
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ドコモコネクションマネージャをインストールする前に 


♦ ドコモコネクションマネージャをインス!-ールする前に、似下を確認してください。 

① FOMA 端末と FOMA 充電機能付 US 巨接続ケーブル日2 (別売）または FOMA US 巨接続ケー 
ブル（別売）を用意する 

② サービスおよびインターネットサービスプ□バイダの契約内容を確認する 

③ ドコモコネクションマネージャ外の接続ソフトびインス!-ールされている場合は、必要に応 
じて自動的に起動しないよラに設定を変更する 

「ドコモコネクションマネージャ似外の接続ソフトのご利用について」一 P .17 

• Internet Explorer の設定について 

ドコモコネクションマネージャをインストールする前に 、 Internet Explorer のインターネットオプ 
ションで、接続の設定をしてください。 

〇 Internet Explorer を起動し、「ツール」一「インターネットオプション」 
を開< 


© 「接続」タブをクリックし、「ダイヤル 
しない」を選択する 



QrOK 」 をクリックする 


• ドコモコネクションマネージャなかの接続ソフトのご利用について 

♦ ドコモコネクションマネージャには、似下のソフトと同様の機能び搭載されているため、下の 
ソフトを同時にご利用いただく必要はありません。必要に応じて、起動しない設定への変更やア 
ンインス I -ールを実施してください。 

■同時にご利用いただく必要のないソフト 

• mopera U かんたんスタート 
• U かんたん接続設定ソフト 

• FOMA PC 設定ソフト 

• FOMA パ'イトカウンタ 

♦ ドコモコネクションマネージャで Mzone (ドコモ公衆無線 LAN サービス）を利用する場合は、 ■tU 
下の公衆無線 LAN 接続ソフトをアンインス I -ールしてください。下のソフトを同時にインス 
I ルした場合、ドコモコネクションマネージャでの Mzone 接続はご利用いただけません。 

• U 公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 

• ドコモ公衆無線 LAN ユーティ IJ ティソフト 
• ドコモ公衆無線 LAN ユーテイ U テイプ□グラム 


17 




































おし 6 せ 


• Windows XP で、 MSXML 6 • Wireless LAN A 円び環境にない場合は、ド〕モコネクションマネージャをイ 
ンス I -ールする前に、それらをインス!-ールする必要びあります。インス!-ール時に確認の画面び表示された 
ときは 「 Install 」 をク U ックして、 MSXML 日 • Wireless LAN A 円をインストールしてください。 

MSXML 日 • Wireless LAN A 円のインス!ル完了後、 Windows を再起動すると、自動的にドコモコネク 
シヨン7ネージヤのインストールびはじまります。 


t ドコモコネクシヨンマネージャをインス I ルする 

♦「ドコモコネクションマネージャ」のインス!-ールを行ラ場合は、必ずパソコンの管理者権限を持っ 
たユーヴアカウントで行ってください。それ似外のアカウントでインストールを行ラとエラーとなる 
場合びあります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフト 
社にお問い合わせください。 

♦インス I -ールを開始する前に、現在使用中または常駐している他のプ□グラムびないことを確認 
してください。使用中のプ□グラムびあった場合は、終了してからインス!-ールを行ってくださ 
い。 


J CD - ROM をパソコンにセツトする 

ちの画面び自動的に表示されます。 

表示されない場合は、「動作環境」 ( P .4) の • 
3つ目を参照してください。 


ーネット接続」をクリック 


©兵 ンタ 


I : 




で^エンタ ー？ イメント 
グ ツール 

/• ザー5»リンクソフト 
/ 度ソフト 

h •••，• 

^ ィンブ-ネット" 


N-02C 


CD-ROM 




© 「本 CD - ROM か5の FOMA データ通信の設定方法」の項目の「③ドコモ 
コネクションマネージャのインストール」の「インストール」をクリック 
する 

■ r ファイルのダウン□ードーセキュリティの警告」画面び表示された場合 

「実行」をク U ックする 

〇 ユーザーアカウント制御画面が表示された5 、 Windows 7の場合は「は 
し、」を 、 Windows Vista の場 S ホ「続行」をクリックする 

Windows XP の場合、ユーヴーアカウント制御画面は表示されません。すぐにセットアッププ□グ 
ラムび起動します。 


Windows 7の場合 



Windows Vista の場合 


ユーヴーアカウント间》 


I プ□クラムを境巧するにはあなたの許可が必吾です 


あなたが閱始したプログラムである毎合は、窝巧してください. 


ドコモつ本クシヨン7本ージ 
NTT DOCOMO,INC. 




[ 援巧 (C) I [ 丰ル ] 


ユーヴーアカウント巧巧は、あなたの許巧なくコンピユータにをまが適用 
されるのを防ざます. 
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^「次へ」 をクリックする 


0 注意事項を確認し、「次へ」をク 
リックする 


© 使用許諾契約書の内容を確認の 
上、契約内容に同意する場合は r 使 
用許諾契約の条項に同意します」 
を選択し、「次へ」をクリックする 


© インス!-ール先を確認し、「次へ」 
をク IJ ックする 

変更びある場合は「変更」をク U ックし、任意 
のインストール先を指定して「次へ」をクリツ 
クして < ださい。 





1を）ド コモコネクシヨン 7 ネージで 

回 

イシストールホのフォルタ‘ 

ィ docomo 

このフォルタ(こイシスト-ルする場合は、じか J を巧してくださ U がのフォルタに 
シストルする巧合は、 r をを J を巧します。 


^ ド]モコネクシ 心が、— ジャのインスト-ルお 
\ _ } C ザ Program 円 fe が NTT DOCOMO¥dcm_connect_mng¥ 


1 ぁを(口... 1 




1 <鼠は ） IE ;扶加> 11 辛サンたル 1 
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インストール」をクリックする 



完了」をクリックする 



L ドコモコネクションマネージャを起動する 


〇 

0 


ドコモコネクションマネージャを開< 

「@」または「スタート」一「すべてのプ□グラム」一 「 NTTDOC 日 M 日」一「ドコモコネク 
シヨンマネージャ」一「ドコモコネクションマネージャ」の順に開く 


設定ウィザードに従い設定を行う 

はじめて起動したとをには、自動的に設定ウィ 
ヴードび表示されます。 

じ(降はソフトの案内に従って操作-設定をする 
ことで、インターネットに接続する準備び整い 
ます。 

詳しくは「ドコモコネクションマネージャ操 
作マニュアル」をご覽ください。 


1ド コモコネ クシ3シ7ホージサ苗3 

〇 FOMA デ-さ地 t にぶ至ね i 姑をおはす。 

祖1.巧》1賊 ' 

JLi 2-押用植 a を,- 

1 

3. 巧な先を定 

1 / 4. その他の設定 

1 • 日.完了 

のバリ]ンと FOMA をは bA て巧该お1こは、ド子0のインスト—ルびぶちでも 
朽イパホインスト—ルの舱、ド;巧インスいレしてくだみ、 

なドライバインスト—ル张件刀ンび 0 MA ち按南け巧， 

巧窃张じた^ l 7帖：>モ巧してく巧さぃ。 

《 H 防 H - SPEED 巧な PC をなり思 ㈱ 合は、ご利巧のが器び巧席巧おな桃脚'柜忍し 

じち MjT ! もが甲してく巧(■ん 


I <賊扭 I ご 控腿]し し 
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設定した通信を実行ずる 


〇 


ドコモコネクションマネージャを開< 

「ドコモコネクションマネージャを起動する」一 P .20 


目的の通信の種類のタブをクリックし、「接続する」をクリックする 

詳しくは「ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル」をご覧ください。 

接続でさない場合は、「ダイヤルアップネットワークの設定」 （ P .22)、 「ダイヤルアップの設定を行 
う」 ( P .29) を確認してください。 

♦パケット通信中には、通信状態によって FOMA 端末にアイコンび表示されます。 


圍を 口 12：051 

111 

♦ 64 K データ通信中には、 FOMA 端末に「卓」び表示されます。 



y (通信中、データ送信中） 

A (通信中、データ受信中） 

团（通信中、データ送受信なし) 
8 (発信中、または切断中） 

因（着信中、または切断中） 



おし6せ 


♦ FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル02 (別売）でデータ通信をする場合、異なる FOMA 端ホを接続すると 
きは、再度、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のインス!ルび必要となります。 


[ jai 斬のしかた 

インターネットブラウザやメールソフトを終了しただけでは、通信は切断されません。 
通信をご利用にな5ない場合は、必ず J ^ TF の操作で通信を切断してください。 

〇 ドコモコネクションマネージャか5 
「切断する」をクリックする 


0 roK」 をクリックする 



おし6せ 


♦ 0 S アップデートなどにおいて自動更新を設定していると、自動的にソフトウェアび更新され、パケット通信輯 
び高額となる場合びございますのでごを意<ださい。 

♦パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合びあります。 
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ダイヤルアップネットワークの設定 


ドコモコネクションマネージャを使わずに、パケット通信/目 4 K データ通信のダイヤルアッ 
プ接続の設定を行ラ方法について説明します。 m 下のよラな流れになります。 

♦ 64 K データ通信を行ラ場合は「ダイヤルアップネットワークの設定」は不要です。「ダイヤルアッ 
プの設定を行ラ」 ( P .29) に進んでください。 

AT コマンドについて 

♦ AT コマンドとは、モデム制御用のコマンドです。 FOMA 端末は AT コマンドに準拠し、さらにお 
張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポートしています。 

♦ AT コマンドを入力することによって、「データ通信」や FOMA 端末の詳細な設定、設定内容の確 
認（表示）をすることびでさます。 

ICOM ポートを確認する 

接続先 （ APN ) の設定を行ラ場合、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のインストール後 
に組み込まれた 「 FOMAN 日 2 C 」 （モデム）に割り当て5れた COM ポート番号を指定する必 
要があります。ここでは COM ポート番号の確認方法について説明します。ここで確認した 
COM ポートは接続先 （ APN ) の設定 （ P .2 曰）で使用します。 

•準備 


ここでは FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02を利用した場合を例にして説明します。 
Bluetooth 通信で接続する場合は P . 13を参照してください。 

0 FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02(別売)を接続する 

© F0MA5 瑞末の電源を入れて FOMAS 瑞末と接続した FOMA 巧電機能付 USB 
接続ケーブル02をパソコンに接続する 

• Windows 7で COM ポートを確認する場合 


〇「@」 一「コント□—ルパネル」を開く 

^ コント□ールパネル内の「デバイスとプリンターの表示」を開く 

か rdocomo STYLE series N-02C」 をちクリックして、「モデムの設定」 
W を選択する 

〇 「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番/エリアコード」を入 
力して 「0K」 をクリックする 


22 








© 「モデム」タブをクリックして 
「FOMA N02C」 の r 接続先」欄の 
COM ポートを確認し、 roKj をク 
リックする 

Bluetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、 
ご使用の Bluet 日日 th リンク経由標準モデムまた 
は Bluetooth 機器メーカび提供している 
Bluetooth モデムの「接続先」欄の COM ポー 
卜番号を確認してください。 

確認した COM ポートき号は、接続先 ( APN ) 
の設定 （ P .2 日）で使用します。 

画面に表示される内容および COM ポートの番 
号は、お使いのパソコンによって異なります。 



• Windows Vista で COM ポートを確認する場合 


〇「@」 一「コント□—ルパネル」を開く 

© コント□ールパネル内の「八ードウエアとサウンド」一「電話とモデムの 
オプション」を開< 

© 「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番/エリアコード」を入 
力して roK」 をクリックする 

〇 「モデム」タブをクリックして 
「FOMA N02C」 の r 接続先」欄の 
COM ポートを確認し、 rOKJ をク 
リックする 

Bluetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、 

ご使用の Bluet 日日 th IJ ンク経由標準モデムまた 
は Bluetooth 機器メーカび提供している 
Bluetooth モデムの「接続先」欄の COM ポー 
卜番号を確認してください。 

確認した COM ポート番号は、接続先 ( APN ) 

の設定 （ P .2 己）で使用します。 


画面に表示される内容および COM ポートの番 
号は、お使いのパソコンによって異なります。 
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• Windows XP で COM ポートを確認する場合 


〇 


r スタート」一「コント□ールパネ 
ル」を開く 


ろ^^ Windows ム'■トイ-力- ヌイ ]ン ピュータ 

Windows XP ツアー 

1¢ 巧 続の ► 

ファイルと設定のお送ウィザ-ド^ 

ブリシタと FAX 

ヘルプとサポート(ぶ 
おま® 

すべてのブ□ヴラ么の^ ファイルをを指定して実巧職 


I □かりが 1—©] が了オプション(ぶ 



© コント□ールパネル内の「プリン 
夕とその他の八ードウエア」から、 
「電話とモデムのオプション」を開 
< 



© 「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番/エリアコード」を入 
力して 「 OK 」 をクリックする 


〇 「モデム」タブをクリックして 
「FOMA N 02 C 」 の r 接続先」欄の 
COM ポートを確認し、 「 OK 」 をク 
リックする 

Bluet 日日 th 通信でワイヤレス接続する場合は、 
ご使用の Bluet 日日 th U ンク経由標準モデムまた 
は Bluetooth 機器メーカび提供している 
Blueto 日 th モデムの「接続先」欄の COM ポー 
卜番号を確認してください。 

確認した COM ポート番号は、接続先 ( APN ) 
の設定 （ P .2 日）で使用します。 

画面に表示される内容および COM ポートの番 
号は、お使いのパソコンによって異なります。 


巧まとモデムのオブシヨン 1’？1^1 
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L 接続先 ( APN ) を設定する 


お買い上ば時 cidl : mopera.ne.jp (PPP) cid2 : mopera.net (PPP) cid3 : mopera.net (IP) 

cid4 : mpr.ex-pkt.net (PPP) cid5~ 10 :設定なし 


設定を行うためには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必要です。ここでは Windows 

XP 標準添付の「八イパーターミナル」を使った設定ち法を説明します。 

参 Windows 7および Windows Vista は「八イパーターミナル」に対応していません 。 Windows 7お 
よび Windows Vista の場合は 、 Windows 7および Windows Vista 対応のソフトを使って設定して 
ください（ご使用になるソフトの設定方法に従ってください)。 

接続先についてく APN/cid > 

♦パケット通信の接続先には、 64 K データ通信と異なり、電話番号を使用しません。接続には電話 
ま号の代わりに APN を設定して接続します。 

♦ APN 設定とは、パソコンからパケット通信用の電話帳を登録するようなをので、登録するときは、 
] から]日の登録番号 ( cid ) を付与して登録し、その登録番号 ( cid ) を接続先番号の一部として 
使用します。お買い上げ時、 cid ] には mopera の接続先 ( APN )「 mopera . ne . jp 」 び、 cicl 2、 3 
には mopera U の接続先 ( APN ) 「111〇口6「ョ.11目1:」び、〔1づ4には171〇口目「9 U の接続先 ( APN )「 mpr . ex - 
P け. net 」 び登録されていますので、 cid 日〜]日に接続先 ( APN ) を設定してください。※] 

♦ APN は 「cid (1 〜]日までの管理番号)」によって管理されます。接続する接続先番号を「*99 
* * * く cid 番号>#」とすると cid 番号の接続先に接続します。 

♦ mopera に接続する場合は接続先き号を「 * 99 * * * 1#」に 、 mopera U に接続する場合は、「 * 
99* **3#」にすると、簡単に mopera または mopera U を利用することびできます。※2 

♦ APN 設定は、携帯電話に相手先情報（電話番号など）を登録するのと同じよラに接続先を FOMA 
端末に登録します。携帯電話の電話帳と比較すると似下のようになります。 



APN 設定 

携帯電話の電話帳 

登録するデータ 

APN 

電話番号 

cid 

電話帳のメモ1」番号 

— 

相手の名前 

登録のしかた 

パソコンを使って登録する 

〇 (ドコモコネクションマネージャ 
などを使用） 

〇 (専用ソフトび必要） 

携帯電話を使って登録する 

X (確認ちでをません） 

〇 

使いかた 

cid を指定して接続 

電話帳から検索してかける 

— 

FOMA 端末のダイヤルボタンから 
直接電話番号を入力してかける 


♦ 登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 

♦ mopera U または mopera 从外の接続先 ( APN ) については、インターネットサービスプ□バイ 
ダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 


:「ダイヤルアップネットワーク」の電話番号欄に APN を入力して接続するのではなく、 FOMA 端末側に接続先（イン 
ターネットサービスプ□バイダ）についてあらかじめ APN 設定を行います。 

《2 :他のインターネットサービスプ□バイダなどに接続する場合は、 APN を設定し、 cid の已〜10まに登録してください。 


く例： Windows XP で FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル02を利用ずる場合> 

0 FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 02( 別売)を接続する 

© FOMAS 瑞末の電源を入れて FOMAS 瑞末と接続した FOMA 充電機能付 USB 
接続ケーブル02をパソコンに接続する 

© パソコンで、「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一 
「通信」一「八イパーターミナル」をクリックして八イパーターミナルを 
起動する 

〇 「今後、このメッセージを表示しない」をチェックし、「はい」をクリック 
する 
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© 「名前」欄に任意の名前を入力し、 
「0 K 」 をクリックする 

ここでは例として 「 sample 」 と入力します。 


回巧 


巧しぃ巧続 

る前を入力し、アイコンを进んでください: 

をお峨_ _ 

samplel 

アイエ/の： 


国尋翁嗯喔圖ぶ汤 

< > 


[ 0K \ [ キヤ:/セルI 


© r 接続方法」か！5 「FOMA N 02 C 」 を 
選択し、 「0 K 」 をクリックする 

接続画面び表示されるので、「キャンセル」をク 
U ックする 

「FOMA N 02 C 」 の COM ポートを選択できる 
場合 

COM ポートのプ□パティび表示されるので 
「日付をク U ックする 
ここでは例としてに 0 M 3」 を選択します。 
実際に「接続方法」で選択する 「FOMA 
N 02 C 」 の COM ポート番号は、 「 C 日 M ポー 
卜を確認する」 ( P .22) を参照して確認して 
<ださい。 



TCP/IP (Winsock) 


「FOMA N 02 C 」 の COM ポートを選択できな 
し、 

「キャンセル」をク U ックして「接続の設定」 
画面を閉じ、の操作を行ってください。 

(1) 「ファイル」一「プ□パティ」を選択 

(2) 「 sample のプ□パティ」画面の「接続の 
設定」タブの「接続方法」欄で 「FOMA 
N 02 CJ を選択 

(3) 「国/地域番号と市外局番を使う」の 
チェッブを外す 

(4) rOKJ をクリックする 
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接続巧 (APN) を入力し、团を巧す 

AT + CGDCONT 二く加>， " PDP _ type "，" APN " 
の形式で入力する 

く cicl > :日〜] 0までのラち任意の番号を入力 
する 

すでに cid び設定してある場合は設定び上書さ 
されますので注意してください。 

" PDP _ type " : " PPP " または" IP " と入力し 
ます。 

" APN " :接続先 （ APN ) を""で囲んで入力 
します。 

rOKJ と表示されれば、接続先 ( APN ) の設定 

はち了です 

例： cid の2番に XXX . abc という APN を設定 
する場合 

AT+CGDCONT 二 2; PPP "，" XXX . abc " 

团と入力します。 



© rOKJ と表示されることを確認し、「ファイル」メニューを開き、 「A イ 
パーターミナルの終了」をクリックして八イパーターミナルを終了する 

「" sample " と名前付けされた接続を保をしますか？」と表示されますび、とくに保をする必要はあ 
りません。 


おし6せ 


♦ P .27 の操作7じ(降、「八イパーターミナル」で入力した AT コマンドび表示されないことびあります。このよう 
なときは、 ATE ] g ] と入力すれば、じ(降に入力する AT コマンドび表示されるようになります。 

♦ AT コマンドで接続先 （ APN ) 設定をリセットする場合 

• U セットを行った場合、 cid = l の接続先 ( APN ) 設定び rmopera . ne.jpJ (初期値）に、加=2、3の接続先 （ APN ) 設 
定び rmopera . net 」 （初期値）に、 cicl =4 の接続先 （ APN ) 設定び fmpr . ex - pkt.netj (初期値）に戻り、 cict = 己〜]0 
の設定は未登録となります。 

<入力ち法> 

AT + CGDC 0 NT=g (すべての cid を U セットする場合） 

AT + CGDC 0 NT =〈 cid 〉 国](特定の cid のみ U セットする場合） 

♦ AT コマンドで接続先 （ APN ) 設定を確認する場合 
-現在の設定内容を表示させます。 

<入力方'法> 

AT + CGDC 0 NT ? 团 


信ち番号の通知/巧通知を設定する 

♦パケット通信を行ラとさに、通知/非通知設定（接続先にお客様の発信者番号を通知する、しな 
いの設定）を行ラことびでさます。発信者ま号はお客様の大切な情報なので、通知する際には十 
分にご注意ください。 

♦ 発信者番号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行ラ前に AT コマンドで設定でさます。 
♦発信者番号の通知/非通知、または「設定なし」（初期値）に戻すには* DG 円 R コマンド ( P .39) 
で設定します。 

〇 「八イパーターミナル」を起動する 

八イパーターミナルの起動方法については、「接続先 ( APN ) を設定する」 （ P .2 己）を参照してくだ 
さい。 
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© パヶット通信時の発信者番号の通 
知 （18 目）/非通知 (184) を設 
定する 

「AT * DG 円 R 二く/7>」の形式で入力します。 

発信/着信応答のとさに自動的に184 (非通知） 
を付ける場合 

AT ネ DG 円 R =1 团 
と入力する 

発信/着信応答のとさに自動的に18巨（通知） 
を付ける場合 

AT ネ DG 円 R 二2图 
と入力する 

© roKj と表示されることを確認し、 
「ファイル」メニューの「八イパー 
ターミナルの終了」をクリックす 
る 



おし6せ 


• ドコモのインターネット接続サービス mopera U または mopera をご利用になる場合は、発信者番号を「通知」 
に設定する必要びあります。 


ダイヤルアップネットワークでの186 (通知）/184 (非通知）設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でを、接続先の番号に] 8 目/ 184 を付けることびでさます。 

*DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で] 8 目/] 84 の設定を行った場合、 l^TF 
のよラになります。 


ダイヤルアップネットワー 

* DGP 旧コマンドによる 

発信者番号の 

クの設定 （ cid = l の場合） 

通知/非通知設定 

通知/非通知 


設定なし 

通知 

* 99 * * * ] # 

非通知 

非通知 


通知 

通知 


設定なし 

非通知（ダイヤルアップネットワークの通知]日 4 

] 84 *99 ネネ*]# 

非通知 

び優先される） 


通知 



設定なし 

通知（ダイヤルアップネットワークの通知 18 日び 

] 86ホ99ホ本ホ]# 

非通知 

優先される） 


通知 
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ダイヤルアップの設定を巧う 


♦ ここではパケット通信で mopera U に接続する場合を例に説明しています。 

♦パケット通信で接続する場合 、 mopera U では「*99* **3#」、 mopera では「*99*** 
]#」を接続先の電話番号に入力してください。目 4 K データ通信で接続する場合 、 mopera U では 
「*8701」、 mopera では「*9601」を接続先の電話番号に入力してください。 

[windows 7でダイヤルアップの設定を行う 

「@」一「コント□ールパネル」を選択 

「ネットワークとインターネット」一「ネットワークの状態とタスクの表 
示」を選択 

r 新しい接続またはネットワークのセットアップ」をクリックする 

ダイヤルアップ接続をセットアップします」を選択し、「次へ」をクリッ 
クする 


0 

0 

〇 

@ 


モデムの選択画面が表示された場 
合は 、 「FOMA N 02 C モデム」を 
クリックする 

巨 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、ご 
使用の目 luetooth U ンク経由標準モデムまたは 
目 luetooth 機器メーカび提供している目 luetooth 
モデムをク U ックしてください。 

モデムの選択画面は、複数のモデムび存在する 
とさのみ表示されます。 


ダイヤルアップの電話番号」欄を 
選択し、接続巧の番号を入力する 

m 日 pera U または m 日 pera の場合は、ユーヴー 
名-パスワードについては空欄のままでを接続 
でさます。 

mopera U または m 日 pera し义外のプ□バイダに 
接続する場合は、ちの画面のよラに「ユーヴー 
名」、「パスワード」欄にプ□バイダまたはネッ 
トワーク管理者から指定されたユーヴー名とパ 
スワードを入力して < ださい。 

画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 


巧> 四 タイサルアップ法境の m 


どのモデムを巧いますか？ 




FOMA N1 
•モデム 


◎回タィサルァップ巧齡) fW 


インターネットサービスプ□バイター (ISP) の情巧を入力しまず 
タイれレアツプのち話塞号に)： * 的***3# 

ユーザ—を山)： NTTD0C0M0 


ノなつード拒)： 


田ノ U ワードの义宇を表示ずる巧） 
田この/¢7■ワードを記巧する化） 


巧因化の人がこの接境を巧うことを訂巧ずる化） 

この7|■プシヨンによつて、このコンピユーターにアク 1Z スがあるすベての人がこの採房を巧 
えるよラにな0ます， 


r 臟似 1 「■キ P ンり心 I 


〇 


「接続」をクリックし、「スキップ」をクリックする 

ここではすぐに接続せずに設定の確認のみ行います。 

I 「閉じる」をクリックする 
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© コント □ ールパネルの「ネットワークとインターネット」一「ネットワー 
クの状態とタスクの表示」^「ネットワークに接続」をクリックする 


ネジトフークとな有たンターを閱く 


接括されていません ♦t 

djfj ] 接賴は使用可能です 


® 作成したダイヤルアップのアイコンをちクリック 
し、「プ□パティ」をクリックする 


「全般」タブで設定を確認する 

パソコンに2台む上のモデムび接続されている 
場合 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02で 
接続しているとさは、「接続の方法」欄で「モ 
デムー FOMA N 02 C 」 のみにチェックび付 
いていることを確認します。 

Bluet 日 oth 通信でワイヤレス接続している 
とさは、「接続の方法」欄で「モデムーご使 
用の Blueto 日 th リンク経由標準モデムまた 
は Bluetooth 機器メーカび提供している 
Bluetooth モデムの名前」のみにチェックび 
付いていることを確認します。 

チェックび付いていない場合には、チェック 
を付けます。 


「ダイヤル情報を使う」にチェックび付いていな 
いことを確認します。チェックび付いている場 
合には、チェックを外します。 


© 「ネットワーク」タブをクリックし 
て、各種設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イ 
ンターネットプロトコルバージョン4 ( TCP / 
IPv 4)」のみにチェックを付けます。 


@1 ■オプション」タブをクリックし、 「 PPP 設定」をクリックする 
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© すべてのチェックをがし、 roK 」 を 
クリックする 



⑩ roK 」 をクリックする 

[windows Vista でダイヤルアップの設定を行う 

^「接続巧」を開く 

A r 接続またはネットワークをセットアップします」をクリックする 

© 「ダイヤルアップ接続をセットアップします」を選択し、「次へ」をクリッ 
クする 

〇 モデムの選択画面び表示された場 
合は 、 「FOMA N 02 C モデム」を 
クリックする 

巨 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、ご 
使用の巨 luetooth リンク経由標準モデムまたは 
目 luetooth 機器メーカび提供している目 luetooth 
モデムをク U ックしてください。 

モデムの選を画面は、複数のモデムび存在する 
とさのみ表示されます。 




どのモデムを巧いますか？ 


© 「ダイヤルアップの電話番号」欄を 
選択し、接続先の番号を入力する 

m 日 pera U または mopera の場合は、ユーヴー 
名-パスワードについては空欄のままでを接続 
でさます。 

mopera U または mopera し义外のプ□バイダに 
接続する場合は、ちの画面のよラに「ユーヴー 
名」、「パスワード」欄にプ□バイダまたはネッ 
トワーク管理者から指定されたユーヴー名とパ 
スワードを入力して < ださい。 

画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 


KS 巧タイれレアップ接括をたがトアップします] 


インターネットサービスプ□バイタリ SP) の巧巧を入力します 



巴 J なつードの文ぞを表示する (S) 
田このノ U つードを記巧する(巧 


鱗る (N): SAMPL 与 


C □化の人がこの接括を巧うことを許可ずる (A) 

このブブシヨンによつて、このコンビユータにアク t スがあるすベての人がこの巧括を巧え 
るよラにな0まず。 




© 


「接続」をクリックし、「スキップ」をクリックする 

ここではすぐに接続せずに設定の確認のみ行います。 


^「接続をセッ トァップします」をクリックし、「閉じる」をクリックする 


31 






































0r@J 


-「接続先」を開く 


© 作成したダイヤルアツプのアイコ 
ンをちクリックし、「プ□パティ」 
をク IJ ックする 




国 




「全般」タブで設定を確認する 

パソコンに2台む上のモデムび接続されている 
場合 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02で 
接続しているとさは、「接続の方法」欄で「モ 
デムー FOMA N 02 C 」 のみに チェックび 付 
いていることを確認します。 

Bluet 日 oth 通信でワイヤレス接続している 
とさは、「接続の方法」欄で「モデムーご使 
用の Bluetooth リンク経由標準モデムまた 
は Bluetooth 機器メーカび提供している 
Bluet 日 oth モデムの名前」のみにチェックび 
付いていることを確認します。 

チェックび付いていない場合には、チェック 
を付けます。 

r ダイヤル情報を使ラ」にチェックび付いていな 
いことを確認します。チェックび付いている場 
合には、チェックを外します。 



© 「ネットワーク」タブをクリックし 
て、各種設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イ 
ンターネットプロトコルバージョン4 ( TCP / 
IPv 4) J のみにチェックを付けます。ご利用に 
なるプ□バイダの指示びある場合は、 「 Q 日 S パ 
ケットスケジューラ」および、その他の項目に 
チェックを付けます。 
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@1 ■オプション」タブをクリックし、 「 PPP 設定」をクリックする 

⑩ すべてのチ:！:ックを外し、 roK 」 を PPP 設定 


クリックする 


巧に P 化おをほう ( E ) 

ロリフトゥ巧による圧.箱祈う ( N ) 

巧単ーリシク巧続に巧してマルチリンクをネコシ王ートする(邮 


0 K 


キャンたル〕 


jJ ^ rOK 」 をクリックする 

[windows XP でダイヤルアップの設定を行ラ 

〇 

0 


r スタート」^「すべてのプ□グラム」 
しい接続ウィザード」の順に開く 

r 新しい接続ウィザード」画面が表 
示された5、「次へ」をクリックす 
る 


「アクセサリ」一 r 通信」一「新 


巧し〇巧爲ウィサード 



新しい接結ウィザ-ドの開始 

このウィザードでは;太のキかけをします： 

• イシタ-ネットへの巧掃 

• 巧巧でのネゥトワ-如:どのプライペ-トネゥトワ-ク A ①巧続 

• ホームネットワーウや小巧巧オフィスのネットワークの它ジトアップ 

摘巧するけまじか0を如》ウしてく微、。 

[ <戻る避 i ;夕へくが> 8 1キ似セル1 


61 「インタ-ネットに接続する」を選択し、「次へ」をクリックする 

接続を手動でセットアップする」を選択し、「次へ」をクリックする 

@ 

A 「デパイスの選択」画面が表示された 
乂ク 場合は、 r モデム - FOMA N 02 C 


r ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択し、「次へ」をクリツ 
クする 


( coMx )」 のみを選択し、 r 次へ」を 
ク U ックする 

巨 lueto 日 th 通信でワイヤレス接続する場合は、ご 
使用の目 luetooth リンク経由標準モデムまたは 
目 luetooth 機器メーカび提供している日 luetooth 
モデムのみを選択してください。 

「デバイスの選択」画面は、複数のモデムび存在 
するとさのみ表示されます。 

( C 日 Mx ) は、 「 COM ポートを確認する」 （ P .22) 
で表示される COM ポートの番号です。 


] シビュ-夕上に巧数のタイかレア》プテパイスがあります。 
この接揃こほ用するデバイスの思巧を)： 


□みモデム- FOMA N01C(COh 
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O nsp 名」欄に任意の名前を入力し、 
「次へ」をクリックする 


巧しい巧ちウィザード 


みのボックスに反 P のをおを人力してくだぞい。 

ISP を(直） 

に AMPLE 

ここに入力されをる肺王化ぶしている巧病のを肺こねります。 



© 「電話番号」欄に接続先の番号を入 
力し、「次へ」をクリックする 

画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 


巧しい巧沒ウィザード 


タイヤルする巧ま番号 

1SP の■更記を号を指ちしてください。 


下にを話をちを入力してください0 

赔おが： 

1*99*»*3# ] 

哉を1在ちまたは市かち在びぶ要ね巧合びあります。よくわからねいときは、巧話でその宅詰を 
哥巧イサルしてください。モデムの音が間こえる巧合はタイザルしたそのま音琼正解です。 



[ く戻るお） |L みへなり > ][ キサ:/忙ル 


© 


「次へ」をクリックする 

mopera U または m 日 pera の場合は、ユーヴ ー 
名-パスワードについては空欄のままでを接続 
でさます。 

mopera U または mopera し义外のプ□バイダに 
接続する場合は、ちの画面のよラに「ユーヴー 
名」、「パスワード」、「パスワードの確認入力」 
欄にプ□バイダまたはネットワーク管理者から 
指定されたユーヴー名とパスワードを入力して 
<ださい。 



⑩ 


「完了」をクリックずる 

新し<作成した接続ウイヴードび表示されま 
す。 



® 「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」一 
「ネットワーク接続」を開く 
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© 作成したダイヤルアツプのアイコ 
ンを選択して、「ファイル」メ 
ニューの「プ□パティ」を開く 



⑩ 


「全般」タブで設定を確認する 

パソコンに2台む上のモデムび接続されている 
場合 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02で 
接続しているとさは、「接続方法」欄で「モ 
デムー FOMA N 02 C 」 のみにチェックび付 
いていることを確認します。 

Bluet 日 oth 通信でワイヤレス接続している 
とさは、「接続方法」欄で「モデムーご使用 
の Bluetooth リンク経由標準モデムまたは 
Bluet 日 oth 機器メーカび提供している 
Bluet 日 oth モデムの名前」のみにチェックび 
付いていることを確認します。 

チェックび付いていない場合には、チェック 
を付けます。 

「ダイヤル情報を使う」にチェックび付いていな 
いことを確認します。チェックび付いている場 
合には、チェックを外します。 


全お b ブシ3シ1をキュリティ]!ネ》トワ-ク iLi 綺1啟定 ]_ 


巧爲方まの： 


□みモデム - FOMA N 01 C ( COM 6) 


Ai 

立! 


回すぺてのデ J S イスで同 b を号を呼ぴ化す(じ 

電話を号- 

市かちを を). 巧話を号を):_ 


巧ぶ域… I 


,1 Ug が**3# 


] 〔その他化） 


国毎号/化巧巧号を)： 


□タイヤル博報をほうを） 


I タイヤル僖辄(の 1 


回巧擲寺に巧舶賊【こアイコンをを示する他） 


画面はパケット通信で mopera U へ接続する場合の例です。 


© 「ネットワーク」タブをクリックし 
て、各種設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄 
は 、 「PPP : Windows 9己/ 98/ NT 4/2000, 
Internet 」 を選択します。 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イ 
ンターネットプ □ トコル（ TCP / IP )」を選択し 
ます。 「 QoS パケットスケジューラ」は設定変 
要びでさませんので、そのままにしておいてく 
ださい。 


⑩ 「設定」をクリックする 

© すべてのチェックを外し、 roK 」 を 
クリックする 


® 操作14の画面に戻るので rOK 」 
をク IJ ックする 
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I ダイヤルアップ接続を実行する 

ここでは、設定したダイヤルアップを使って、パケット通信のダイヤルアップ接続をするち法につい 
て説明しています。 

く例： Windows 7で FOMA 充電機能付 USB ケースレ02を利用ずる場合> 


O F 0 MA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）で FOMA 端末とパソコ 
ンを接続する 


「取り付け方法」一 P .7 

0 「@」一「コント□ールパネル」- 

© 接続先を選択して「次へ」をクリッ 
クする 


r インターネットへの接続」を開く 

¢9インターネットへの}^ 

巧巧の巧括を巧用しまずか？ 

©いい元、巧しい巧揉を巧ぶしますに） 

#はい、既をの巧括を道びますち） 


〇 内容を確認し、「ダイヤル」をク 
リックする 

ちの画面は mopera U に接続する場合の例で 
す 。 mopera U または mopera の場合は、ユー 
ヴー名-パスワードについては空欄のままでを 
接続でさます。 


く接続中の状態を示す画面び表示されます> 

この間にユーヴー名、パスワードの確認など 
の□グオン処理び行われます。 



SAMPLE に接巧ゎ… 



[ 军サンをル1 
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く接続の完了〉 

接続び完了し、接続完了画面び表示された場合は、「閉じる」をク U ックしてください （0 S によつ 
てはデスクトップち下のタスクバーのインジケータから、接続したことを通知するメッセージび 
数秒間表示されます)。 

ブラウヴソフトを起動してサイトやインターネットホームページを閲覧したり、電子メールなど 
を利用でさます。 

接続でさない場合は、「ダイヤルアップネットワークの設定」 （ P .22)、 「ダイヤルアップの設定を 
行ラ」 ( P .29) を再度確認してください。 

通信状態については、 P .21 を参照してください。 


[ jai 断のしかた 


インターネットブラウザを終了しただけでは、通信回線が切断されない場合があります。於下の操作 
で確実に切断してください。ここでは Windows 7を例に説明します。 


〇 

0 


タスクトレイのダイヤルアップアイコンをクリックする 

インターネット接続の状態画面び表示されます。 

接続中の項目を選択し、「切断」をクリックする 


おし6せ 


[♦パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場合びあります。 


t こんなとをは 

♦ネットワークに接続でさない（ダイヤルアップ接続びでさない）場合は、まずし:^下の項目につい 
て確認してください。 


現象 

チェックずる箇所 

「 N -02 C 」 びパソコン上で 
認識でさない 

-お使いのパソコンび動作環境 （ P .4) を満たしているかを確認してください。 

- FOMA 端末びパソコンに接続され、電源び入っているか確認してください。 

< FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）を使用する場合> 

- FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）びインス!ルされているか確認してください。 

- FOMA 充電機能付 USB 接続ケースレ02 (別売）びしっかりと接続されていることを確 
認してください。 

- USB モード （ P .7) び「通信モード」になっているか確認してください。 

< Bluetooth 通信を使用する場合> 

- Blue ね oth 機器びダイヤルアップ通信サービスで接続されているかを確認してください。 

相手先に接続でをない 

• ID (ユーヴー名）やパスワードの設定び正しいかどラか確認してください。 

-接続先び発信者番号の通知を要まする場合は、電話番号に「1日4」を付加していないかど 
ラかを確認してください。 

-モデムのプ□パティで「フ□一制御を使ラ」にチェックび付いていることを確認してくだ 
さい。 

-接続先の APN び正しいかどラかを確認してください。 

-上記の確認を行ってち相手先に接続でをない場合は、インターネットサービスプ□バイダ 
またはネットワーク管理者に設定ち法などについてご相談ください。 
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| j = OMA 端末か 5 使用でをる AT コマンド 


♦ AT コマンドー覧では、 i ^ TF の略を使用しています。 

[& F ] : AT & F コマンドで設定び初期化されるコマンドです。 

[& W ] : AT & VV コマンドで設定び保をされるコマンドです。 ATZ コマンドで設定値を呼び戻すこ 
とびでさます。 

♦外部機器から発信 ’ AT コマンド発信を行った場合、 A モード/デュアルモードのとさは A ナンバー 
で、日モードのときは目ナンバーで発信します。 

I モデムポ—トコマンド—覽 

F 0 MAN 02 C (モデム）で使用でさるコマンドです。 

♦团 uetooth 接続で実行する場合、「:」の後ろに半角スペースび付いて U ヴルトび表示されます。 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

A / 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。またキヤ 

1」ツジ U ターンは不要で 
す。 


A / 

0 K 

AT 


本コマンドの後に本一覧表のコマンドを付 
加することで、 FOMA 端末のモデム機能を制 
御することびでをます。 

《 AT のみ入力した場合でを 0 K び応答され 
ます。 

AT 

OK 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを 
表术します。 


AT%V 

Verl.OO 

OK 

AT&C つ 

DTE への回路 C □信号の動作 

n = 0 : CD は常に ON 

AT&Cl 

に。 [& W ] 

条件を選がします。 

/7=1: CD は相手モデムのキヤ U アに応じ 
て変化する（初期値） 

OK 

AT & D /7 

DTE から受け取る回路 ER 

n =0 : ER の状態を無視する（常に ON とみ 

AT&Dl 

に。 [& W ] 

信号び ON / OFF 遷移した 
とさの動作を選択します。 

なす） 

n =] : ER び ON から OFF に変わると、才 
ンラインコマンド状態になる 
/7=2 : ER び ON から OFF に変わると回線を 
切断し、オフラインコマンド状態にな 
る湖期値） 

OK 

AT & E /7 

接続時の速度表示の仕様を 

n = 0 :無線区間通信速度を表示する 

AT&EO 

に。 [& W ] 

選択します。 

n =] : DTE シ U アル通信速度を表示する 
湖期値） 

OK 

AT & F /7 

すべてのレジスタを工場出 
荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドび入力 
された場合、回線切断処理 
を行います。 

の=0のみ指定可能（省略巧） 

(オフラインモード時） 
AT&F 

OK 

AT & F ? 

ERROR 

AT & F =? 

ERROR 

けンラインコマンドモード時） 
AT&F 

N 0 CARRIER 
(オフラインモードへ移行） 

AT & S /7 

DTE へ出力するデータセツ 

n =0 : DR は常に ON (初期値） 

AT & S 0 


トレディ信号の制御を設定 

/7=] : DR は回線接続時（通信呼確立時）に 

0 K 

に。 [& W ] 

します。 

ON 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT&W っ 

現在の設定値を記憶しま 
す。 

/7=0のみ指定可能（省略可） 

AT&WO 

0 K 

AT&W 

0 K 

AT & W ? 

ERROR 

AT&W = ? 

ERROR 

AT * DANTE 

FOMA 端末の電波の受信レ 
ベルを表示します。 

0 : FOMA 端末の電波の受信レベルび圏外と 
表示される状態 

1: FOMA 端末の電波の受信レベルび0本 
または]本の状態 

2： FOMA 端末の電波の受信レベルび2本の 
状態 

3： FOMA 端末の電波の受信レベルび3本の 
状態 

AT * DANTE 
ホ DANTE :3 

OK 

AT ホ DANTE = ? 

ホ DANTE :(0-3) 

OK 

AT * DGANSM =/7 

パケット着信呼に対する着 
信拒否/許巧設定のモード 
を設定します。本コマンド 
による設定は、設定コマン 
ド入力後のパケット通信着 
信呼に対し有効とな0ま 
す。 

/7=0 :着信拒否設定 （AT * DGARL ) および着 
信許可設定 (AT * DGAPL ) を無効にす 
る湖期値） 

/7= ] :着信拒否設定を有効にする 
/7=2 :着信許可設定を有効にする 
AT * DGANSM ? 

:現在の設定値を表示する 

AT * DGANSM =0 

OK 

AT * DGANSM ? 

ホ DGANSM :0 

OK 

AT * DGAPL =/7[, cid ] 

パケット着信呼に対して着 
信許可を行ラ APN を設定 
します。 APN の設定は、 
+CGDCONT 
で定義された < cicl > パラ 
メータを用います。 

n =0 : く cicl > で定義された APN を着信許 
巧 U ストに追加する 

/7=1: < cicl > で定義された APN を着信許 
巧 U ストから削除する 
< cid > び省略された場合には、すべての cid 
に適用する 

AT * DGAPL ? 

:着信許可 U ストを表示する 

AT * DGAPL =0，1 

OK 

AT * DGAPL ? 

ホ DGAPL :] 

OK 

AT * DGAPL =1 

OK 

AT * DGAPL ? 

OK 

AT * DGARL =/7[, cid ] 

パケット着信呼に対して着 
信拒否を行ラ APN を設定 
します。 APN 言受定は、 
+CGDCONT 
で定義された < cicl > パラ 
メータを用います。 

n =0 :< cicl > で定義された APN を着信拒 
否 U ストに追加する 

/7= ] : < cid > で定義された APN を着信拒 
否 U ストから削除する 
< cid > び省略された場合には、すべての cid 
に適用する 

AT * DGARL ? 

:着信拒否 U ストを表示する 

AT * DGARL =0，1 

OK 

AT * DGARL ? 

ホ DGARL :1 

OK 

AT * DGARL =1 

OK 

AT * DGARL ? 

OK 

AT ホ DGPIR =/7 

本コマンドの設定は、パ 
ケット通信の発信時、着信 
時の通知-非通知設定び有 
効とな0ます。 
ダイヤルアップネットワー 
クでの設定でち、接続先の 
番号に] 8日（通知）/184 
(非通知）を付けることびで 
さます （ P .27)。 

/7=0 : APN をそのまま使用する（初期値） 

つ =] : APN に■■184"を付加して使用す 
る（常に非通知） 

n 二を.. APN に "186" を付加して使用す 
る備に通知） 

AT * DGPIR ? 

:現在の設定値を表示する 

AT * DGPIR =0 

OK 

AT * DGPIR ? 

ホ DGP 旧: 0 

OK 

AT * DRPW 

FOMA 端末の受信電力指標 
値を表示します。 


AT * DRPW 
ホ DRPW :0 

OK 

AT * DRPW =? 

ホ DRPW :(0-7 己） 

OK 

AT+CAOC 

現在の課金値の問い合わせ 
を斤います。 


AT+CAOC 
+ CA 0 C :" 00001 4" 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を表 

IJ ヴル S : + C 巨 C :< bcs > ，く bcl > 
bcs : 

0:電池パックから電源び供給されている 

1:電池パックから電源び供給されていない 

2 : FOMA 端末に電池パックび接続されて 

いない 

3 :電源供給エラーにより FOMA 端末から 

の発信不可 

bcl : 

0 :電池残量なし、または電池パック未接続 
1-100： 電池残量あり 

AT+CBC 
+ CBC : 0,70 

OK 

AT + CBC ? 

ERROR 

AT + CBC =? 

+ CBC :(0-3)，(0-100) 

OK 

AT+CBST 

松。 [& W ] 

利用するべアラサービスを 
切り替えます。 

書式： AT + CBST =</7>， 1，0 
/7=11目： 64,000 bps(bit transparent ) 
湖期値） 

/7=] 34 : 64,000 bps ( multimedia ) 

AT+C 巨 ST =]34，1,0 
OK 

AT + CBST ? 
+ CBST :134, 1，0 

OK 

AT + CBST =? 
+ CBST :(1 16,13 4), 
(1).(0) 

OK 

AT + CDIP = A 7 

に口 [& W ] 

着信時に、着サブアドレス 
を通知するかどラかを設定 
します。マルチナンバー契 
約状態を問い合わせます。 

/7=0 :着ヴブアドレスを通知しない （ 初期 
値） 

/7=]:着サブアドレスを通知する 

AT + CDIP ? 

:現在の設定値を表示する 
+ CDIP : の,/77 

/77=0 :マルチナンバー未契約 
m =^ :マルチナンバー契約中 
m 二を.. 不明 

AT + CDIP =0 

OK 

AT + CDIP ? 

+ CDIP :0,1 

OK 

AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 
します。 

U ヴルト： + CEER : く report 〉 
report :切断理由一覧 （ P . 已 1) 

AT+CEER 
+ CEER :3 日 

OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 
( APN ) を設定します。 

P .48 

P .48 

AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信確立時 
にネットワーク側から通知 
される QoS けービス品質） 
を許容するかどラかの判定 
基準値を登録します。 

P .48 

P .48 

AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信 
時にネットワークへ要求す 
る QoS (サービス品質）を 
設定します。 

P .49 

P .49 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 
表71^します。 


AT+CGMR 

12345 XXXXXXXXXXX 
OK 

AT + CGREG =/7 

に。 [& W ] 

ネットワーク登録状態を通 
知するかどラかを設定しま 
す。 

応答される通知により圏内 
/圏外を表示します。 

n =0 :通知なし（初期値） 
n = 1:通知あり 

圏内-圏外び切り替わったときに通 
知する 

AT + CGREG ? 

:現在の設定値を表示する 
+CGREG ：</?>, < stat > 
n :設定値 
stat : 

0:パケット圏外 

1:パケット圏内 

4 :不明 

已：パケット圏内 

AT + CGREG =1 

OK (通知ありに設定） 
AT + CGREG ? 
+ CGREG : 1，0 

OK 

AT + CGREG =? 
+ CGREG : (0,1) 

OK 
帽外） 

(圏外から圏内に移動 
した場合） 

+ CGREG :1 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 


AT+CGSN 

12345 XXXXXXXXXXX 
OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CLIP = A 7 

日 4 K データ通信の着信時 

/7=0 

: U ヴルトを出さない（初期値） 

AT + CLIP =0 


に、相手の発信番号をパソ 
コンに表示でさます。 

/7= 1 

: U ヴルトを出す 

OK 



AT + CLIP ? 

AT + CLIP ? 




:現在の設定値を表示する 

+ CLIP :0,1 



+ CLIP :/7，/77 

OK 



/77=0 

:発信時に相手に番号を通知しない 
NW 設定 

(+ CLIP =1 設定時に着 



/77= 1 

:発信時に相手に番号を通知する NW 

信） 




設定 

RING 



/77=2 

:不明 

+ CLIP : 

"090 XXXXXXXXM 77," 

松。 [& W ] 




123", 136 

AT + CLIR =/7 

目 4 K データ通信の発信時 

/7=0 

CUR サービスの契約に従ラ 

AT + CLIR =0 


に、電話番号を相手に通知 

/7= 1 

通話相手に番号発信しない 

OK 


するかどラかを設定しま 
す。 

77=2 

通話相手に番号発信する（初期値） 

AT + CLIR ? 



AT + CLIR ? 

+ CLIR :0,1 




:現在の設定値を表示する 

OK 



+ CUR :/7，/77 

/77=0： CUR は起動していない（常時通知） 

AT + CLIR =? 



m = 1 

: CUR は起動している（常時非通知） 

+ CLIR :(0-2) 



m 二を 

:不明 

OK 



m =3 

: CUR テンポラ U - モード(非通知デ 
フオルト） 




m=A : CUR テンポラ U - モード（通知デ 





フオルト） 


AT + CMEE =/7 

FOMA 端末のエラーレポー 

/7=0 

: ERROR U ヴルトを用いる（初期値） 

AT + CMEE =0 


卜の有無の設定を斤いま 

n = 1 

: +CME ERR 0 R :< err>U ヴルト 

OK 


す。 


コードを使用し、 < err > は数値を用 

AT+CNUM 




いる 

ERROR 



/7=2 

: +CME ERR 0 R :< err>iJ ヴ J レト 

AT + CMEE =1 




コードを使用し、 < err > は文字を用 

OK 




し、る 

AT+CNUM 



AT + CMEE ? :現在の設定値を表示する 

+CME ERROR :10 



ち記は FOMA 端末や接続に異常びある場 

AT + CMEE =2 



合のコマンドの実行例です。 

OK 





AT+CNUM 



+CME ERROR U ヴルトコードはけ下の 

+CME ERR 0 R:SIM 



とお0です。 

not inserted 



1 : no connection to phone 




10 : 

SIM not inserted 




1 已： 

SIM wrong 




16 : 

incorrect password 


に。 [& W ] 


100 : unknown 


AT+CNUM 

FOMA 端末の自局番号を表 

U ヴルト： + CNUM :, く number 〉 ，く type 〉 

AT+CNUM 


TJX しま9 〇 

number :電話ま号 

+ CNUM :,"+8190 XX 



type 

] 29 または] 4 已 

XXXXXX ’’，]4 已 



129 

国際アクセスコード+を含まない 

OK 



14己 

国際アクセスコード+を含む 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+COPS 

接続する通信事業者を選択 
します。 

書式： AT + COPS =< mocle >,2,< oper > 

mode =0 :オート（自動的にネットワーク 
を検索して通信事業者を切り替 
える） 

mode = l :マニュアル （< ope 「> に指定さ 
れた通信事業者に接続する） 
mode =2 :通信事業者との接続を解除（切 
断）する 

mode =3 :マッピングを行わない 
mocle =4 :マニュアルオート （< ope 「> に 
指定された通信事業者に接続で 
さなかった場合に「オート」の 
処理を行ラ） 

< oper > は国番号 （ MCC ) とネットワーク 
番号 （ MNC ) からなる1日進数の値で示す。 
書式は!;のとおりです。 

Digit 1 of MCC - • - octet 1 bits 1 to 4. 

Digit 2 of MCC - • - octet 1 bits 已 to 日. 

Digit 3 of MCC - • - octet 2 bits 1 to 4. 

Digit 3 of MNC - • - octet 2 bits 已 to 8. 

Digit 2 of MNC - • - octet 3 bits 已 to 8. 

AT + C 0 PS =0 

OK 

AT + COPS ? 

+ C 0 PS :0 

OK 

AT + COPS =? 
+ C 0 PS :(2,„"44 F 00 
1"),(3,„"44 F 002")„( 
0，1 ,3),(2) 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端末への制御信号び 
使用でをるかどラかを表示 

U ヴルト： + CPAS : く pas > 

AT+CPAS 

+ CPAS :0 


します。 

pas : 

0 : FOMAS 品末への制御信号の送受信び可能 

1: FOMA 端末への制御信号の送受信び不 
可能 

2 :不明(制御信号の送受信は保証されなしリ 

3 : FOMA 端末への制御信号の送受信び可 

能、かつ着信中 

4: FOMA 端末への制御信号の送受信び巧 
能、かつ通信中 

OK 

AT + CPAS ? 

ERROR 

AT + CPAS =? 

+ CPAS :(0-4) 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CPIN 

FOMA 端末に円 N コードを 

書式： AT+CPIN="<pin>","<newpin>" 

(+CPIN? 入力時に、 +C 円 N: 


入力します。 

本コマンドは AT+CPIN? を入力して 

READY び応答される状獻 



応答される U ヴルトコードの状態に 

AT+CPIN="1234" 



よって FOMA 端末の PIN 1コード、 

ERROR 



PIN2 コードおよび PIN □ ック解除 
コードを入力するためのコマンドで 

(+CPIN? 入力時に、 +CPIN: 



す。 

READY び応答される状獻 



画面にて PIN コード入力や PIN □ック 

AT+CPIN=" 12345678", 



解除コードを要ホされている場合で 

"1234" 



も、 AT+CPIN? 入力時の U プルトコー 

ERROR 



ドの状態によって本コマンドを利用 
して PIN 入力びでさない場合びありま 

(+C 円 N? 入力時に、 +CPIN: 



す。 PIN コード変更を目的として本コマ 

SIM PIN び応答される状態） 



ンドを使用しないでください。 <pin> と 

AT+CPIN="1234" 



く newpin〉 は" " で囲んでください。 

OK 



AT+C 円 N? の U ヴルト 




+CPIN : READY : PIN1 コード、 

(+CPIN? 入力時に、 +CPIN: 



円N2コード、 PIN1 □ック解除コー 

SIM PUK び応答される状態 



ド、円N2□ック解除コードび入力 

: PIN1 □ツク状獻 



でさない状態 

AT+CPIN=" 12345678", 



+CPIN : SIM 円 N :円 N] 入力待ち 

"1234" 



状態 

+CPIN : SIM 円N2 :円N2入力待ち 

OK 



状態 

(+CPIN? 入力時に、 +CPIN: 



+CPIN : SIM PUK : PIN1 □ック1犬 

SIM PUK2 び応答される状 



態 (PIN] □ック解除コード入力巧） 

態: PIN2 □ツク状態） 



+CPIN : SIM PUK2 :円N2□ック 

AT+CPIN=" 12345678", 



状態（円N2□ック解除コード入力 

"1234" 



可） 

ち記は円 N コード「1234」、円 N 

OK 



□ック解除コード n 234曰日7日」 

AT+CPIN? 



の入力例です。 

+C 円 N:READY 




OK 




AT+C 円 N=? 

OK 

AT+CR= の 

回線接続時に CONNECT の 

/7=0 :表おしない（初期値） 

AT+CR =1 


U ヴルトコードを表示する 

/7= 1 :表术する 

OK 


前に、ベアラヴービス種別 

<serv> :パケット通信を意味する 

ATD ホ gg ネネホ]# 


ををのします。 

"GPRS" のみ表示する 

+CR : GPRS 



(回線種別により "SYNC" , 

"AV 目 4K" を表示） 

CONNECT 



AT+CR? 


に。 [&W] 


:現在の設定値を表示する 


AT+CRC=/7 

着信時に拡張 U ヴルトコー 

n =0 : +CRING を使用しない（初期値） 

AT+CRC=0 


ドを使用するかどラかを設 

n = 1: +CRING.<type> を使用する 

OK 


疋します。 

+CRING の書式はけ下のとおりです。 

AT+CRC? 



+CRING : SYNC 

+CRC : 0 



+CRING : AV64K 

OK 



: GPRS "PPP" ,,, "<APN>" 

(PPPoverUD 着信時） 



AT+CRC? 

+CRING : SYNC 



:現在の設定値を表示する 

(AV 目 4K 着信時） 
+CRING : AV64K 
(PPP パケツト着信時） 
+ CRING : GPRS 




■■ PPP " ... 

に。 [& W ] 



"〈 APN 〉" 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CREG =/7 

松。 [& W ] 

圏内-圏外情報の表示に関 
する U ヴルト表おの有無を 
設定します。 

• 0 S によっては設定でを 
ない場合びあります。 

/7=0 :通知なし（初期値） 

/7= ] :通知あり 

圏内-圏外び切り替わったときに通 
知する 

AT + CREG ? 

:現在の設定値を表示する 
+CREG : </7>,< stat > 
n :設定値 
stat : 

0 :音声圏外 

1-音声圏内 

4 :不明 
已：音声圏内 

AT + CREG =1 

OK 

(通知ありに設定） 

AT + CREG ? 

+CREG :1,0 

0 K 
帽外） 

(圏外から圏内に移動 
した場合） 

+CREG :1 

AT+CUSD 

松。 [& W ] 

付加サービス等に関し、 
ネットワークの設定を変 
要、設定内容の問い合わせ 
をわいます。 

書式： AT + CUSD =< n >,"< str >"[,0] 

/7=0 :中間 U ヴルト 

< m >[< str >,< clcs >] を送出しな 
い湖期値） 

つ =] :中間 U ヴルト 

< m >[< str >,< clcs >] を送出する 

中間 U ヴルト： 

m 二 Q .. 言又化兀/ 

/77= 1:ネットワークから情報要まあり。 

str : 〇〜9、#、 * のみ使用可能。 

く st 「> は’’’’で囲む 

AT + CUSD =0, 

" xxxxxxxxx " 

OK 

AT + CUSD =1,"*148 

ホ]ホ0000#",0 

+ CUSD :0,"148*7#",0 

OK 

AT + CUSD ? 

+ CUSD :0 

OK 

AT+CUSD =? 
+ CUSD :(0，1) 

OK 

AT + FCLASS =/7 
に口 [& W ] 

FOMA 端末びヴポートする 
通信種別を設定します。 

/7=0 :データのみサポート（初期値） 

AT + FCLASS =0 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末の AT コマンド 
のヴポート範囲を表示しま 
す。 

リヴルト： + GCAP :< a 「 ea >,< a 「 ea >, く area 〉 
area : 

+CGSM : GSM コマンドの一部またはす 
ベてびヴポートされている 
+FCLASS : + FCLASS コマンドびヴポー 
卜されている 

+W : + W コマンドびヴポートされて 

いる 

AT+GCAP 
+ GCAP :+ CGSM，+F 
CLASS,+W 

OK 

AT+GMI 

メーカ名を表示します。 


AT+GMI 

NEC 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名 
(FOMA N 02 C ) を表示し 
ます。 


AT+GMM 

FOMA N 02 C 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを 
表のします。 


AT+GMR 

Verl.OO 

OK 

AT + IFC = つ，/ 77 

に。 [& W ] 

フ□一制御ち式を選択しま 
す。 

n : DCE by DTE 
m : DTE by DCE 

0: フ□一制御なし 

1: X 0 N / X 0 FF フ□-制御 

2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フ□-制御 
初期値は。/ 77 =2,2 

AT + IFC ? :現在の設定値を表示する 

AT + IFC =2,2 

OK 

AT + IFC ? 

+IFC : 2,2 

OK 

AT + IFC =? 

+ IFC ： (0,1,2) ,(0,1,2) 

OK 

AT + WS 46 

FOMA 端末の無線通信モー 
ドを表示します。 

12 : GSM / GPRS 固定モード 

22 : 3 G 固定モード 

2已： Auto モード 

AT + WS 46? 

2 已 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT¥S 

現在設定されている各コマ 

- 

AT¥S 


ンド、 S レジスタの内容を 


El QO VI X 4 & C 1 


表 w します。 


& D 2 & S 0 & E 1 ¥ V 0 

3000=000 

3002=043 

3003=013 

3004=010 

SOO 已 =008 

SOO 目 =00 已 
3007=060 
3008=003 
3010=001 
3030=000 
3103=001 
3104=001 

OK 

AT ¥ V /7 

接続時の応答コード仕様を 

n =0 :掘:張 U ヴルトコードを使用しない 

AT ¥ V 0 


選択します。 

湖期値） 

OK 

松。 [& W ] 


つ =] :化張 U プルトコードを使用する 


ATA 

FOMA 端末び着信したモー 

- 

RING 


ドに従って着信処理を行い 


ATA 


ます。 


CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に巧してパラ 

ATD * 99 * * * < cicl ># :パケット通信 

< パケット通信 > 


メータ、ダイヤルパラメー 

< cid > 1 ~ 10 ： + CGDC 0 NT 設定した 

ATD * 99 * * * 1 # 


夕の指定に従って自動発信 
処理を行います。 

APN を表す 

CONNECT 



AT + CBST =1 16丄0設定時 

く日 4 K 通信 > 



ATD く電話番号> :日 4 K 通信 

AT + CBST =1 16,1,0 
OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 



AT + CBST =1 34丄0設定時 

< AV 日 4 K 通信 > 



ATD く電話番号> : AV 日 4 K 通信 

AT+C 巨 ST =]34，1,0 
OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 

ATE /7 

コマンドモードにおいて 

/7=0 :エコーバックなし 

ATE ] 


DTE に対するエコーバック 

n =^ :エコーバックあり湖期値） 

OK 

に。 [& W ] 

の有無を指定します。 



ATH /7 

FOMA 端末に巧してオン 

/7=0 :回線を切断する（省略巧） 

(パケット通信中） 


フック動作を行います。 


+++ 

OK 

ATH 

NO CARRIER 

ATI /7 

認識コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 を表示する 

AT の 



/7=1:製品名を表示する （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



の=2 : FOMA 端末のバージョンを表示す 

OK 



る （+ GMR と同じ） 

ATM 



/7= 3 : ACMP 信号の各要素を表示する 

FOMA N 02 C 



/7=4： FOMA 端末の有する通信機能の詳 

OK 



細を表示する 


ATO /7 

通信中にオンラインコマン 

/7=0 :オンラインコマンドモードからオン 

AT 。 


ドモードから、オンライン 
データモードに戻ります。 

ラインデータモードに戻す(省略巧） 

CONNECT 

ATQ /7 

DTE への U ヴルトコードを 

n =0 : 1」ヴルトコードを表示する(初期値） 

ATQO 


表示するかどラか設定しま 

n =] : U ヴルトコードを表示しない 

OK 


す。 


ATQl 

(このとを、 OK は応答 

に。に W ] 



されません） 

ATS 0=/7 

FOMA 端末び自動着信する 

n =0 :自動着信しない（初期値） 

ATS 0=0 


までの呼び出し回数を設定 

つ=]-2日日：指定した U ング回数で自動着 

OK 


します。 

信する 

ATSO ? 



ATS 0? :現在の設定値を表示する 

000 

に。 [& W ] 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS 2= の 

エスケープキャラクタの設 

/7=43 

:初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

/7=127 :エスケープ処理は無効 

OK 



ATS 2? 

:現在の設定値を表示する 

ATS 2? 

043 

に F ] 




OK 

ATS 3= A 7 

キャ U ッジ U 夕ーンに R ) 

77=13 

:初期値（の=13のみ指定巧） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を斤いま 

ATS 3? 

:現在の設定値を表示する 

OK 


す。 



ATS 3? 

013 

に F ] 




OK 

ATS 4=/7 

ラインフィード ( LF ) キャ 

n =^0 

:初期値 （77= ]0のみ指定可） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 

ATS 4? 

:現在の設定値を表示する 

OK 

ATS 4? 

010 

に F ] 




OK 

ATS 5=/7 

バックスぺース （ BS ) キャ 

n 二 Q 

:初期値（の= 8のみ指定可） 

ATS 已 =8 


ラクタの設定を行います。 

ATS 5? 

:現在の設定値を表示する 

OK 

ATS 已？ 

008 

に F ] 




OK 

ATS 巨 =/7 

ダイヤルするまでのポーズ 

本コマンドは設定でさますび、動作はいたし 

ATS 日=已 


時間（秒）を設定します。 

ません。 


OK 

ATS 巨？ 

00已 

OK 

ATS 日 =? 

に F ] 




ERROR 

ATS 8=/7 

カンマダイヤルによるポー 

本コマンドは設定でをますび、動作はいたし 

ATS 8=3 


ズ時間（秒）を設定します。 

ません。 


OK 

ATS 8? 

003 

OK 

ATS 8 = ? 

に F ] 




ERROR 

ATS ] 0=/7 

自動切断遅延時間設定 

本コマンドは設定でをますび、動作はいたし 

ATS 10=1 


(1/10 秒） 

ません。 


OK 

ATS 10? 

001 

OK 

ATS 10 = ? 

に F ] に W ] 




ERROR 

ATS 30=/7 

ユーヴデータの送受信びな 

/7=0 : 

不活動タイマオフ（初期値） 

ATS 30=0 


い場合、この時間で切断し 

/7=0 〜 

-2 已已 

OK 


ます。 

/7は分単位で設定します。 






ATS 30? 

000 

OK 





ATS 30=? 

に F ] 




ERROR 

ATS 103=77 

着サブアドレスキャラクタ 

/7=0 : 

水 

ATS 103=0 


を設定します。 

n = 1: 

/ (初期値） 

OK 



の=2 : 

¥ (¥ マークあるいはバックスラッ 
シュ） 

ATS 103? 

000 

OK 





ATS 103=? 

に F ] 




ERROR 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS ]04= の 

発サブアドレスキャラクタ 
を設定します。 

/7=0 : # 

n = 1:%湖期値） 

/7=2 : & 

ATS 104=0 

OK 

ATS ] 04? 

000 

OK 

松 F ] 



ATS ] 04=? 

ERROR 

ATV /7 

に。 [& W ] 

すべての U ヴルトコードを 
数字表記または英文字表記 
に設定します。 

n =0 : U ヴルトコードを数値で返送する 
/7=1: U ヴルトコードを文字で返送する 
湖期値） 

ATVl 

OK 

ATX /7 

に。 [& W ] 

接続時の CONNECT 表示に 
速度表示の有無を設定しま 
す。 

また、ビジー!''ーン、ダイ 
ヤル!''ーンの検出を斤いま 
す。 

/7=0 :ダイヤル1-ーン検出なし、ビジー 

1''ーン検出なし、速度表おなし 
/7=1:ダイヤル!-ーン検出なし、ビジー 

1-ーン検出なし、速度表示あり 
/7=2 :ダイヤル!ン検出あり、ビジー 

1''ーン検出なし、速度表示あり 
n =3 :ダイヤル!-ーン検出なし、ビジー 

1''ーン検出あり、速度表示あり 
n =4 :ダイヤル!ン検出あり、ビジー 

1''ーン検出あり、速度表示あり 
湖期値） 

ATX ] 

OK 

ATZ 

設定を不揮発メモ1」の内容 
に IJ セットします。 

通信中に本コマンドび入力 
された場合、回線切断処理 
を行います。 


(オンラインコマンド 
モード時） 

ATZ 

N 0 CARRIER 
(オフラインコマンド 
モード時） 

ATZ 

0 K 

+++ 

オンラインデータモードの 
とさ、エスケープシーケン 
スび実行されると回線を切 
断することなくオンライン 
コマンド状態に移ります。 


(オンラインデータモード） 
+++(表示は見えない） 
0 K 
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• AT コマンドの補足説明 


■動作しないコマンド 

じ(下の コマン ドは、エラーにはなりませんび コマン ドの動作はしません。 

- ATT ( 卜ーン設定） 

- ATP (パルス設定） 

■ コマンド名： +CGDCONT= [パラメータ] 

•概要 

パケット発信時の接続先 ( APN ) の設定を行います。 

本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書さ込まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z による U 
セットち行われません。 

. 圭式 

+ CGDCONT =[ < cid >[ ,"< PDP _ type >"[ ,"< APN >"]]] 

-パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設定例は政下のコマンド実行例を参照してください。 

く cid> 《 i:] 〜] 0 
く PDP _ type >《2: PPP または IP 
く APN 3:任意 

:く cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末で 
は]〜] 0び登録できます。 < cid >= l には mopera . ne.jp び、く cicl >=2、 3には mopera.net び、く cicl >=4 
には mpr . ex - pkt . net び初期値として登録されていますので、 cid は已〜] 0に設定します。 

《2 :く PDP _ type > は、接続方式です。 FOMA 端末は PPP または IP を指定できます。 < cid > 二]、2、4には 
PPP び、く cicl >=3 には IP び初期値として登録されています。なお、アクセスポイントモードの接続先とし 
て使用する場合は PPP を指定します。 

《3 :く APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

-パラメータを省略した場合の動作 
+ CGDC 0 NT =； すべてのく cicl > に対し初期値を設定します。 

+ CGDCONT =< cid >： 指定された < cid > を初期値に設定します。 

+ CGDC 0 NT =?： 設定可能な値の U スト値を表示します。 

+ CGDC 0 NT ?： 現在の設定を表示します。 

-コマンド実行例 

abc といラ APN 名を登録する場合のコマンド （ cid び已の場合） 

AT + CGDCONT = 已, " PPPV ’ abc " 

OK 

■ コマンド名： +CGEQMIN= [パラメータ] 

-概要 

PPP パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかどラかの判定基準 
値を登録します。 

設定パターンは、政下のコマンド実行例に記載されている4パターンび設定でさます。 

本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書き込まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z による U 
セットち行われません。 

. 圭ざ 

+ CGEQMIN =[< cid >[ ,,<Maximum bitrate UL >[ ，く Maximum bitrate DL >]]] 

-パラメータ説明 

く ci が]: ] 〜]0 

く Maximum bitrate UL >《 2:なし（初期値）または已,760 
く Maximum bitrate 〇し〉※2:なし（初期値）または7,232 

:< cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 

《2 : < Maxi mum bitrate UL > および <Maximum bitrate DL > は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り 
最大通信速度 [ kbps ] の設定です。なし（初期値）の場合はすべての速度を許容しますび、己7日0および 
7,232を設定した場合はこれらの値外での速度の接続は許容しないため、パケット通信びつなびらない場 
合びありますのでごを意ください。 

-パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQMIN = :すべてのく cid > に巧し初期値を設定します。 

+ CGEQMIN =< cid > :指定されたく cicl > を初期値に設定します。 

+ CGEQMIN =? ;設定可能な値の U スト値を表示します。 

+ CGEQMIN ? :現在の設定を表示します。 
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-コマンド実行例 

政下の4パターンのみ設定でさます。 （1) の設定び各 cid に初期値として設定されています。 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid び已の場合） 

AT + CGEQMIN =5 

OK 

(2) 上り已,7日 0 kbps / 下り7,232 kbps の速度のみ許容する場合の〕マンド （ cid び6の場合） 
AT + CGEQMIN = 氏，已760,7232 

0 K 

(3) 上り已,7日 0 kbps / 下りはすべての速度を許容する場合の〕マンド （ cid び7の場合） 

AT + CGEQMIN =7,, 已760 

0 K 

(4) 上りすベての速度/下り7,232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid び8の場合） 
AT + CGEQMIN =8 …7232 

0 K 

■ コマンド名： +CGEQREQ= [パラメータ] 

-概要 

PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要ホする QoS (サービス品質）を設定します。 

設定は政下のコマンド実行例に記載されている]パターンのみで初期値としても設定されています。 

本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書さ込まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z による U 
セットわ行われません。 

. 圭ざ 

+ CGEQREQ =[< cid >] 

-パラメータ説明 

く ci が： ] 〜]0 

※：く cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 

-パラメータを 省略した場合の動作 
+ CGEQREQ = :すべてのく cicl > に巧し初期値を設定します。 

+ CGEQREQ =< cid > :指定されたく cid > を初期値に設定します。 

+ CGEQREQ =? :設定可能な値の U スト値を表示します。 

+ CGEQREQ ? :現在の設定を表示します。 

-コマンド実行例 

じ(下の]パターンのみ設定でさます。各 cid に初期値として設定されています。 

上り已,7目 0 kbps / 下り7,232 kbps の速度で接続を要ホする場合のコマンド （ cid び已の場合） 

AT + CGEQREQ =5 

OK 

モデムポートコマンドの設定値の保存について 

AT + CGDC 0 NT 〕 マンドによる接続先 ( APN ) 設定 （ P .2 己）、 AT + CGEQMIN/AT + CGE 日 RE 日コマンドに 
よる QoS 設定、 AT * DGAPL / AT * DGARL / AT * DGANSM コマンドによる着信許可•拒否設定、 AT * 
DG 円 R コマンドによるパケット通信の番号通知/非通知の設定および AT + CUR コマンドによる 64 K データ通信発 
信時の番号通知/非通知の設定を除さ、 AT コマンドによる設定は、 FOMA 端末の電源 OFF / ON 時に初期化されて 
しまいますので、ごを意ください。なお、 [& W ] び付いているコマンドについては、設定後に 
AT&W H 

と入力することにより保存でさます。このとさ、 [& W ] び付いている他の設定値わ同時に保存されます。これらの 
値は、電源 OFF / ON 後であってち、 

ATZ 图 

と入力することにより、設定値を呼び戻すことびでさます。 
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レザルトっゴ 


■ データ通信に関するリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信び来ています。 

3 

N0 CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることびでさません。 

6 

N0 DIALTONE 

ダイヤル 1 -ーンの検出びでをません。 

7 

BUSY 

話中音検出中です。 

8 

N0 ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です。 

101 

DELAYED 

U ダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 

• & E 0 の時 


数字表示 

文字表示 

意は 

122 

CONNECT 64000 

FOMA 端末一基地局間速度日 4,000 bps で接続しました。 

]2 已 

CONNECT 384000 

FOMA 端末一基地局間速度 384,000 bps で接続しました。 

133 

CONNECT 3648000 

FOMA 端末一基地局間速度 3, 日 4 日， 000 bps で接続しました。 

]3 已 

CONNECT 7232000 

FOMA 端末一基地局間速度 7,232,000 bps で接続しました。 


. & E 1 の時 


数字表示 

文字表示 

意味 

已 

CONNECT 1200 

FOMA 端末一 PC 間速度 1 ， 200 bps で接続しました。 

10 

CONNECT 2400 

FOMA 端末一 PC 間速度 2,40 加 PS で接続しました。 

11 

CONNECT 4800 

FOMA 端末一 PC 間速度 4,800 bps で接続しました。 

13 

CONNECT 7200 

FOMA 端末一 PC 間速度 7,200 bps で接続しました。 

12 

CONNECT 9600 

FOMA 端末一 PC 間速度 9, 日 0 加 PS で接続しました。 

]已 

CONNECT 14400 

FOMA 端末一 PC 間速度 14,400 bps で接続しました。 

16 

CONNECT 19200 

FOMA 端末一 PC 間速度 19,20 加 PS で接続しました。 

17 

CONNECT 38400 

FOMA 端末一 PC 間速度 3 致 400 bps で接続しました。 

18 

CONNECT 已 7600 

FOMA 端末一 PC 間速度日 7, 日 00 bps で接続しました。 

19 

CONNECT 1 ]已 200 

FOMA 端末一 PC 間速度]巧， 200 bps で接続しました。 

20 

CONNECT 230400 

FOMA 端末一 PC 間速度 230,400 bps で接続しました。 

21 

CONNECT 460800 

FOMA 端末一 PC 間速度 4 日 0,800 bps で接続しました。 


■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

PPPoverUD で接続（日 C=UDI 、 +CBST=1 16,1,0) 

3 

AV64K 

AV (テレビ電話） [64K] で接続 

已 

PACKET 

パケツトで接続 


おし6せ 


♦ ATV /7 コマンド （ P .47) び/ 7=] に設定されている場合には文字表示形式（初期値）、/7=0に設定されている 
場合には数字表示形式で U ヴルトコードび表示されます。 

♦従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表示はしますび、 FOMA 端末一 PC 間は 
FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル02 (別売）や Bluetooth 通信で接続されているため、実際の接続速度 
と異なります。 

♦「 RESTR に TI 0 N 」 （数字表示： ] 00) び表示された場合には、通信ネットワークび混雑しています。しばらく 
してから接続し直してください。 
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ザルトコードの表示例 

■ ATXO び設定されている場合 

AT ¥ V /7 コマンド （ P .4 已）の設定に関係なく接続完了の際に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

1 

■ ATX 1 び設定されている場合 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 び設定されている場合湖期値） 

接続完了のとさに 、 CONNECT く FOMA 端末一 PC 間の速度>の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

121 

- ATX 1、 AT ¥ V 1 び設定されている場合※ 

接続完了のとさに、政下の書式で表示します。 

CONNECT く FOMA 端末- PC 間の速度> PACKET く接続先 APN > / く上り方向 （ FOMA 端末一無線基地局間） 
の最高速度>/く下りち向（ F 0 MA 端ホ^無線基地局間）の最高速度> 

攻下の例は、 mopera . ne . jp に、送信最大已1440 kbps 、 受信最大71232 kbps で接続したことを表します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

CONNECT 460800 PACKET mopera . ne . jp / 已440/7232 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

1 21 已 

※： ATX ]、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続び正しく行えない場合びあります。 AT ¥ V 0 だ 
けでのご利用をおすすめします。 


[ jra 断理由一覽 

■パケット通信 


値 

理由 

26 

APN び存在しないか、ちしくは正しくありません。 

27 


30 

ネットワークより切断されました。 

33 

要求したサービスオプションは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


■巨 4 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありませんでした。 

19 

相手側び呼び出し中のため通信びでさません。 

21 

相手側び通信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではありません。 

6已 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 


51 





















